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全国アビリンピック
第42回

2022年11月4日（金）〜6日（日）
写真：官野 貴・岩尾克治

競技は、国際展示場 9・10ホールで行われた

「家具」

会場となった「幕張メッセ」（千葉県日本コンベンションセンター国際展示場）

「電子機器組立」

会場入り口。3年ぶりに有観客での開催となった

「写真撮影」

「パソコンデータ入力」

「オフィスアシスタント」

会場入り口で、体調確認書の提出や検温、
手指の消毒が実施された

渡
わた

邉
なべ

諒
まこと

さん（右）が大会旗の旗手を務め、
当機構の湯

ゆ

浅
あさ

善
よし

樹
き

理事長が受け取った
選手宣誓を行う高

たか

久
く

美
み

穂
ほ

さん。
開会式はライブ配信形式で実施された



全国アビリンピック
第42回

2022年11月4日（金）〜6日（日）

競技は、国際展示場 9・10ホールで行われた

「家具」「コンピュータプログラミング」 「写真撮影」

「パソコンデータ入力」「義肢」

「オフィスアシスタント」

「データベース」

選手宣誓を行う高
たか

久
く

美
み

穂
ほ

さん。
開会式はライブ配信形式で実施された



「木工」

「喫茶サービス」

「表計算」「ネイル施術」「パソコン操作」



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「以前から、菓子店のパティシエや、さまざまなケーキが並ぶところを描いてみたかったので、挑戦
してみました。可愛くて華やかな美味しいケーキをつくるパティシエに、尊敬と憧れの想いを込めて
描きました。作品のできばえに自信があったので、受賞できてうれしかったです」
（令和４年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 高校・一般の部 高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）

表紙絵の説明

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

障害者雇用の月刊誌『働く広場』がデジタルブックでいつでもお読みいただけます！

ニュースファイル

編集委員のひとこと

掲示板・次号予告

28

29

30

製造業の“障がい者雇用の質”について考えるヒント
デンソー太陽株式会社（愛知県）、社会福祉法人太陽の家 愛知事業部（愛知県）
編集委員　清水康史

編集委員が行く
22

職場内の支援体制の課題と対応  最終回
～本社が店舗の障害者雇用をサポート～ 

クローズアップ
16

発達障害と就労 第4回 ～企業担当者と支援者の連携～
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺 副所長　砂川双葉

エ　ッ　セ　イ
21

令和５年度「障害者雇用納付金」申告および「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ /
障害者雇用納付金 電子申告申請システムが令和5年度申告申請から新しくなります /
障害者雇用納付金関係業務調査のごあんない～障害者雇用納付金制度を支える仕組みです～

JEEDインフォメーション
18

※「心のアート」、「省庁だより」、「研究開発レポート」は休載します

第42回 全国アビリンピック
障害のある人たちが日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向上を図るとともに、企業や
社会一般の人々に障害のある人に対する理解と認識を深めてもらい、雇用の促進を図ることを目的とした「第42
回 全国アビリンピック」が、2022（令和４）年11月４日（金）～６日（日）に、千葉県で開催されました。その様子
をお届けします。

従業員全員で「ともに成長する」職場を
ちばぎんハートフル株式会社 取締役社長　斎藤千草さん

この人を訪ねて

入 賞 者 一 覧

アビリンピックルポ

グ　ラ　ビ　ア

特 集

14

12

4
文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治
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第
60
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
の
合
同
開
会

式
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
形
式

で
行
わ
れ
た
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
旗
の
入

場
で
旗
手
を
務
め
た
の
は
「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ

入
力
」
種
目
に
出
場
す
る
渡わ

た

邉な
べ

諒ま
こ
と

さ
ん
（
千
葉

県
）。
さ
ら
に
、メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鳥と

谷や

尚し
ょ
う

子こ

さ
ん
に
よ
る
国
歌
独
唱
、
厚
生
労
働
省
の
奈な

尾お

基も
と

弘ひ
ろ

人
材
開
発
統
括
官
の
挨
拶
に
続
き
、
当

機
構
の
湯ゆ

浅あ
さ

善よ
し

樹き

理
事
長
は「
今
回
は
幕
張
メ
ッ

セ
に
多
く
の
観
客
の
み
な
さ
ま
を
お
招
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
の
様
子
を
ウ
ェ
ブ

で
も
配
信
し
ま
す
の
で
ご
家
庭
や
職
場
か
ら
も

あ
た
た
か
い
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
な

ど
と
呼
び
か
け
た
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手

宣
誓
で
は
、「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
種
目

に
出
場
す
る
高た

か

久く

美み

穂ほ

さ
ん
（
千
葉
県
）
が
、「
私

た
ち
は
、
私
た
ち
を
支
え
、
励
ま
し
、
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
、
日
ご
ろ
職
場
や
学
校
で
培
っ
た

技
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
競
技
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
表
明
し
た
。

　

開
会
式
後
、
渡
邉
さ
ん
は
「
名
誉
あ
る
大
役

を
悔
い
な
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競

技
の
方
は
、
県
大
会
で
の
課
題
も
克
服
し
、
攻

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
、高
久
さ
ん
は
「
何

度
も
練
習
し
た
宣
誓
が
う
ま
く
で
き
て
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
10
年

「第42回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」が 2022（令和４）年
11月４日（金）〜６日（日）、千葉県千葉市美浜区の幕張メッセで開催された。全国か
ら集まった選手375人が全25種目の技能競技と２職種の技能デモンストレーション
に参加し、日ごろから磨いてきた腕を披露した。

ほ
ど
前
に
出
場
し
た
経
験
が
あ
り
、
今
回
も
だ

れ
に
も
負
け
な
い
気
持
ち
で
が
ん
ば
り
た
い
で

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
た
。

●
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
／

　

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
競
技
は
、カ
ー
ペ
ッ

ト
床
の
清
掃
（
７
分
）、
弾だ

ん

性せ
い

床ゆ
か

の
清
掃
と
机
上

の
清
掃
（
10
分
）
の
２
課
題
。
齋さ

い

藤と
う

友と
も

博ひ
ろ

さ
ん

（
福
島
県
）は
、勤
務
先
で
あ
る
大
手
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
で
緑
化
作
業
を
担
当
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
の
た
め
に
母
校
で
練
習
を
重
ね
、
こ
の
日

は
社
名
入
り
制
服
を
着
て
堂
々
と
競
技
に
臨
む

姿
を
見
せ
て
い
た
。
競
技
後
に
は
「
会
社
の
人

も
応
援
し
て
く
れ
、
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
き
ま

し
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
自
分
な
り
に

や
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
っ

て
い
た
。

　
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
会
場
内
に
つ
く
ら

れ
た
模
擬
喫
茶
店
で
、
３
～
４
人
の
チ
ー
ム
ご

と
に
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
（
約
60
分
）。

競
技
内
容
は
①
お
客
さ
ま
を
席
に
案
内
す
る
、

②
注
文
を
受
け
る
、
③
受
け
た
注
文
を
厨
房
ス

タ
ッ
フ
に
伝
え
る
、
④
注
文
に
応
じ
て
必
要
な

物
を
準
備
す
る
、
⑤
注
文
の
品
を
お
客
さ
ま
に

提
供
す
る
、
⑥
テ
ー
ブ
ル
の
後
片
づ
け
を
す
る
、

と
い
う
流
れ
だ
。
大
手
ホ
テ
ル
で
働
く
渡わ

た

辺な
べ

大た
い

輝き

さ
ん
（
新
潟
県
）
は
、
日
ご
ろ
は
食
器
洗
浄

第42 回第42 回
全国アビリンピック全国アビリンピック

会場となった「幕張メッセ」旗手を務めた渡邉諒さん選手宣誓を行う高久美穂さん（右）と、
それを受ける湯浅善樹当機構理事長（左）

特 集特 集

開
会
式

競
技
紹
介

選
手
・
関
係
者
の
声

11月
4・5・6日

11

４
月

日（
金
）

（
土
）

月
11

5
日

文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治
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ク
初
出
場
の
栁や

な
ぎ

沢さ
わ

隆た
か

弘ひ
ろ

さ
ん
（
長
野
県
）
は
、

大
手
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
の
特
例
子
会
社
で
働

く
。
競
技
後
に
「
会
社
の
同
僚
た
ち
が
出
場
す

る
姿
が
刺
激
に
な
り
、
挑
戦
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
の
レ
ベ
ル
は
高
い
で
す
が
、
ま
た
が
ん
ば

り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

●
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
／
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ

　

入
力
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
／
表
計
算

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
は
、
ワ
ー
ド
２
０

１
９
を
使
い
、
和
文
文
書
の
作
成
（
80
分
）
と

英
文
文
書
の
作
成
（
60
分
）
に
つ
い
て
作
成
見

本
と
作
業
指
示
書
を
見
な
が
ら
文
書
の
完
成
度

を
競
う
。
市
役
所
に
勤
め
る
相そ

う

馬ま

伸の
ぶ

映え

さ
ん（
青

森
県
）
は
、
も
と
も
と
ワ
ー
ド
関
連
の
資
格
を

持
ち
、
通
っ
て
い
た
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
で
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦
を
す
す
め
ら

れ
た
と
い
う
。「
職
場
で
は
集
中
し
す
ぎ
て
時

間
を
忘
れ
る
の
で
周
囲
に
声
か
け
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
全
国
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高
い
と
思

い
ま
す
が
、
競
技
を
楽
し
み
た
い
で
す
」
と
競

技
前
に
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
選
手
が
対
象
の「
パ
ソ
コ
ン

デ
ー
タ
入
力
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
入
力
、
文

書
修
正
、
帳
票
等
の
作
成
の
３
課
題
（
各
30
分
）

で
速
さ
と
正
確
さ
を
競
う
。
柳や

な
ぎ

綺あ
や

佳か

さ
ん
（
山

口
県
）
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
会
社
に
就
職

す
る
前
か
ら
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
し
、
３

回
目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
と
い
う
。「
毎

日
自
宅
で
１
時
間
ほ
ど
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
を
し

て
き
ま
し
た
。
職
場
で
も
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援
し
て
も
ら
っ
て

を
担
当
。
ホ
テ
ル
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
接

客
を
見
て
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
挑
戦

し
、
地
方
大
会
４
回
目
で
金
賞
と
な
り
、

今
回
が
初
の
全
国
大
会
出
場
だ
。
職
場

で
は
「
す
ご
い
。
今
度
か
ら
接
客
も
し

て
み
た
ら
」と
激
励
さ
れ
た
と
い
う
。「
最

初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
競
技
中
に
チ
ー
ム
で

声
を
か
け
合
い
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
来
年
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
た
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
の
競
技
課
題
は
、

配
布
物
の
準
備
（
20
分
）、
発
送
書
類
の
封
入

（
30
分
）、社
内
便
の
仕
分
け
（
10
分
）
の
３
課
題
。

特
別
支
援
学
校
時
代
か
ら
出
場
し
て
い
る
西に

し

川か
わ

陽は
る

規き

さ
ん
（
和
歌
山
県
）
は
、
オ
フ
ィ
ス
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
関
連
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
地
元

銀
行
の
特
例
子
会
社
に
入
っ
た
。
い
ま
は
パ
ソ

コ
ン
業
務
を
担
当
し
て
い
る
が
、
自
宅
で
練
習

を
続
け
て
き
た
と
い
う
。
競
技
後
、「
今
回
は
落

ち
着
い
て
う
ま
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
い
た
西
川
さ
ん
は
、
念
願
の
金
賞

に
輝
い
た
。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」
は
、
商
品
を
梱
包
す

る
箱
や
緩か

ん

衝し
ょ
う

材ざ
い

の
組
立
て
と
組
込
み
作
業
を
競

う
。
緩
衝
材
の
組
立
て
・
結
束
25
セ
ッ
ト
（
30

分
）、
小
箱
・
中
箱
・
化
粧
箱
・
外
箱
の
組
立
て
・

組
込
み
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
梱
包
４
梱
包
（
60
分
）

の
2
課
題
だ
。
畑は

た

本も
と

義よ
し

晴は
る

さ
ん
（
岡
山
県
）
は

長
年
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
で
紙
器
づ

く
り
に
従
事
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
初
挑

戦
で
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
競
技
前

は
「
ふ
だ
ん
通
り
に
で
き
そ
う
で
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。
同
行
し
て
い
た
事
業
所
の
運
営
代

表
者
は
「
地
域
の
人
た
ち
に
も
私
た
ち
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
仕
上
が
り
の
よ

さ
を
評
価
さ
れ
た
の
も
自
信
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
た
。
同
じ
く
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

選手宣誓を行う高久美穂さん（右）と、
それを受ける湯浅善樹当機構理事長（左）

「ビルクリーニング」
齋藤友博さん（福島県）

「製品パッキング」
栁沢隆弘さん（長野県）

「喫茶サービス」
渡辺大輝さん（新潟県）

「オフィスアシスタント」金賞、
西川陽規さん（和歌山県）

「パソコンデータ入力」
柳綺佳さん（山口県）

 「ワード・プロセッサ」
相馬伸映さん（青森県）

「製品パッキング」
畑本義晴さん（岡山県）
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ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
開
発
を
担
当
し
て

い
る
。「
前
回
よ
り
は
緊
張
せ
ず
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
、
想
定
通
り
の
仕
上
が
り
で
し
た
。

た
だ
、
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
す
ご
い
選
手

が
多
い
で
す
ね
。
ま
た
挑
戦
し
ま
す
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
動
き
を
指
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
動
き
の
指
示
の
し
や
す
さ
や
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
動
か
し
た
と
き
の
正
確
さ
や
速
さ
を
競
う

（
６
時
間
）。
競
技
内
容
の
む
ず
か
し
さ
も
あ
る

の
か
、出
場
者
は
今
大
会
で
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
10
回
目
（
他
種
目
を
含
む
）
と
い
う
田た

中な
か

卓た
く

也や

さ
ん
（
神
奈
川
県
）
１
人
だ
け
だ
っ
た
。

孤
軍
奮
闘
し
な
が
ら
も
銀
賞
を
受
賞
し
た
田
中

さ
ん
は
、「
今
回
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
作
品
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
来

年
は
金
賞
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話

し
た
。
審
査
委
員
を
務
め
る
名
古
屋
工
業
大
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
授
の
水
野
直
樹
さ
ん
は
、「
希

望
者
に
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
事
前

に
提
供
す
る
の
で
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ

れ
ば
練
習
で
き
ま
す
。
技
術
指
導
に
出
向
く
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
都
道
府
県
支
部
の

窓
口
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
た
。

●
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

　

パ
ソ
コ
ン
組
立
／
電
子
機
器
組
立

　
「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」の
課
題
は
、集
合
住
宅
を
目

的
と
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
ビ

い
ま
す
。
今
回
の
課
題
は
む
ず
か
し
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
て
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
選
手
が
対
象
の「
パ
ソ
コ
ン

操
作
」
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
情
報
読
み
上
げ
ソ

フ
ト
や
画
面
拡
大
ソ
フ
ト
な
ど
の
支
援
機
器
を

活
用
し
て
、
デ
ー
タ
の
修
正
と
加
工
、
ス
ラ
イ

ド
作
成
、
ワ
ー
ド
文
書
の
書
式
整
え
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
る
デ
ー
タ
加
工
な
ど
５
課
題

（
90
分
）。
木き

村む
ら

朱あ
け

美み

さ
ん（
京
都
府
）は
、フ
リ
ー

で
文
字
起
こ
し
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
10
年
以

上
。
競
技
後
、「
課
題
の
内
容
は
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
視
覚

障
害
者
の
な
か
で
も
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
の
で
、
出
場
者
が
が
ん
ば
る
こ

と
で
も
っ
と
認
知
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

道
具
を
使
え
ば
視
覚
障
害
者
で
も
し
っ
か
り
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
い
た
。

　
「
表
計
算
」
の
競
技
課
題
は
、
エ
ク
セ
ル
２
０

１
６
を
使
用
し
、
表
の
装
飾
・
編
集
、
関
数
式

に
よ
る
表
の
完
成
、
デ
ー
タ
処
理
お
よ
び
グ
ラ

フ
作
成
等
を
行
う
と
い
う
も
の
（
75
分
）。
Ｉ
Ｔ

企
業
に
勤
め
る
西に

し

本も
と

康こ
う

次じ

郎ろ
う

さ
ん（
富
山
県
）は
、

総
務
関
連
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
職
場
で
は
電

話
を
取
ら
ず
に
す
む
よ
う
配
慮
し
て
も
ら
っ
て

い
る
そ
う
だ
。「
初
め
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ

と
を
知
っ
た
同
僚
た
ち
が
応
援
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ベ
ル
は
高

い
で
す
が
、
今
後
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

●
Ｄ
Ｔ
Ｐ
／
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
の
今
回
の
課
題
は
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
」
の
推
進
活
動
を
周
知

喚
起
す
る
た
め
の
２
種
類
の
ポ
ス
タ
ー
制
作（
３

時
間
30
分
）。
印
刷
デ
ザ
イ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

制
作
な
ど
を
手
が
け
る
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
に
１
年
前
か
ら
通
う
城し

ろ

間ま

海か
い

人と

さ
ん
（
沖

縄
県
）は
、「
専
門
学
校
時
代
か
ら
Ｄ
Ｔ
Ｐ
関
連
に

つ
い
て
学
ん
で
き
た
の
で
、
す
ぐ
に
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
今
日
は
、
自
分

の
課
題
を
発
見
で
き
、
あ
ら
た
め
て
制
作
意
欲

も
出
て
き
ま
し
た
。
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
今
回
の
課
題
は
、「
住
ん

で
い
る
都
道
府
県
の
郷
土
料
理
を
紹
介
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」（
４
時
間
30
分
）。
各
選

手
は
事
前
課
題
と
し
て
作
成
・
提
出
し
た
作
品

に
対
し
て
、
当
日
課
題
で
提
示
さ
れ
た
新
た
な

仕
様
に
沿
っ
て
制
作
す
る
。
道ど

う

口ぐ
ち

一か
ず

行ゆ
き

さ
ん

（
千
葉
県
）は
、物
流
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
特
例
子

会
社
で
働
く
。
他
種
目
も
含
め
全
国
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
複
数
回
出
場
し
て
き
た
そ
う
だ
。

「
仕
事
で
の
向
上
心
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
意
識
的
に
刺
激
を
受

け
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
今
回
の
課
題
は
、
架
空

の
学
校
「
ア
ビ
リ
ン
高
校
」
に
お
け
る
入
学
試

験
の
合
否
判
定
シ
ス
テ
ム
の
作
成
（
３
時
間
）。

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
勤
め
て
10
年
以
上

に
な
る
と
い
う
周し

ゅ
う

祺ぎ
ー

さ
ん
（
広
島
県
）
は
、
シ

「パソコン操作」
木村朱美さん（京都府）

「データベース」
周祺さん（広島県）

「表計算」
西本康次郎さん（富山県）

「DTP」
城間海人さん（沖縄県）

「ホームページ」
道口一行さん（千葉県）
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た
と
思
い
ま
す
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
。
結
果

は
銅
賞
を
獲
得
し
た
。

　
「
電
子
機
器
組
立
」
の
競
技
課
題
は
、
省
エ

ネ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
組
立
（
４
時
間
）。
見
ど

こ
ろ
は
、
機
器
の
耐
久
性
を
左
右
す
る
、
は
ん

だ
付
け
作
業
だ
。
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
勤

め
る
西に

し

尾お

慎し
ん

一い
ち

さ
ん
（
三
重
県
）
は
、
競
技
後

に
「
練
習
で
は
ミ
ス
を
な
く
し
、
き
れ
い
な
仕

上
が
り
を
目
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
全

国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
時

間
ぎ
り
ぎ
り
で
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」

と
伝
え
て
く
れ
た
。
職
場
の
関
係
者
は
「
こ
の

競
技
の
た
め
に
短
期
的
に
チ
ー
ム
を
組
み
ま
し

た
。
作
業
の
流
れ
を
効
率
化
す
る
工
夫
は
、
仕

事
に
も
活
か
さ
れ
ま
す
。
彼
は
今
年
、
社
内
で

最
多
の
改
善
提
案
を
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

た
。
西
尾
さ
ん
は
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

●
歯
科
技
工
／
義
肢
／
木
工
／
家
具

　
「
歯
科
技
工
」
は
今
大
会
か
ら
、「ZBrush

CoreM
ini2021

」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

中
切
歯
と
第
一
小
臼
歯
の
デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ビ
ン

グ
（
各
２
時
間
30
分
）
を
行
う
競
技
内
容
と
な
っ

た
。審
査
委
員
に
よ
る
と
、デ
ジ
タ
ル
カ
ー
ビ
ン

グ
の
ス
キ
ル
は
将
来
必
須
と
さ
れ
、
先
取
り
で

競
技
へ
の
導
入
が
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。総
合
病
院

に
勤
め
て
10
年
以
上
に
な
る
村む

ら

上か
み

祐ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

（
千
葉
県
）
は
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
賞
受

賞
の
経
験
も
あ
る
。
競
技
後
、「
産
業
界
で
は

Ｃ
Ａ
Ｄ
が
主
流
と
な
る
の
で
練
習
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
競
技
に
参
加
し
て
他
選
手
の
レ
ベ

ル
が
わ
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
け

ル
の
図
面（
縮
尺
１
／
１
０
０
の
平
面
図
、
立
面

図
、
断
面
図
）を
Ａ
３
用
紙
２
枚
に
仕
上
げ
る
と

い
う
も
の
（
３
時
間
30
分
）。
岡お

か

村む
ら

昭あ
き

子こ

さ
ん

（
栃
木
県
）
は
、
多
機
能
型
就
労
支
援
事
業
所

の
利
用
者
と
し
て
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
仕
事
を
し
て

き
た
が
、
２
年
前
か
ら
正
社
員
と
な
り
、
指
導

す
る
立
場
と
し
て
経
験
を
積
む
た
め
出
場
し
た

そ
う
だ
。事
業
所
の
運
営
会
社
の
代
表
は
「
彼

女
の
ミ
ス
の
少
な
さ
や
セ
ン
ス
の
よ
さ
を
発
揮

し
て
も
ら
え
た
ら
十
分
で
す
」
と
、
コ
メ
ン
ト
。

岡
村
さ
ん
は
「
ほ
か
の
選
手
は
仕
事
に
し
て
い

る
だ
け
あ
っ
て
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
次
回
は

事
業
所
の
利
用
者
さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
す
」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
の
今
回
の
競
技
課
題
は
、
３

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
ハ
ン
ド
プ
レ
ス
の

部
品
図
と
組
立
図
、
軸
測
投
影
法
に
よ
る
組
立

図
と
立
体
分
解
図
の
作
成
（
３
時
間
10
分
）。
身

体
障
害
者
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
者
育
成

セ
ン
タ
ー
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
竹た

け

林ば
や
し

優ゆ
う

星せ
い

さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、
初
め
て
の
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
競
技
後
に
「
も
う
少
し
勉

強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
セ
ン
タ
ー

で
最
後
ま
で
学
び
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
え
る
会
社
に

就
職
し
た
い
で
す
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
ま

た
参
加
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」
は
、
組
み
立
て
済
み
の

パ
ソ
コ
ン
の
指
定
さ
れ
た
部
品
を
取
り
外
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
後
に
組
み
立
て
直
し
て
、

各
種
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
定
を
行
う
と
い
う
競

技
内
容
（
４
時
間
）。
市
役
所
に
勤
め
る
新あ

ら

家い
え

克か
つ

博ひ
ろ

さ
ん
（
石
川
県
）
は
63
歳
。
東
京
都
で
１
９

８
１
（
昭
和
56
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
国

際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
た
経
歴
を
持

つ
。
パ
ソ
コ
ン
組
立
種
目
に
は
、
昨
年
の
東
京

大
会
か
ら
再
び
挑
戦
し
て
い
る
そ
う
だ
。
職
場

で
は
い
ま
も
パ
ソ
コ
ン
の
修
理
や
サ
ー
バ
ー
管

理
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
る
。「
今
回
は
最
後
の
つ

も
り
で
来
ま
し
た
。
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ

「データベース」
周祺さん（広島県）

「コンピュータプログラミング」銀賞、
田中卓也さん（神奈川県）

「パソコン組立」銅賞、
新家克博さん（石川県）

「建築 CAD」
岡村昭子さん（栃木県）

「電子機器組立」銅賞、
西尾慎一さん（三重県）

「ホームページ」
道口一行さん（千葉県）

「機械 CAD」
竹林優星さん（熊本県）

「歯科技工」
村上祐太郎さん（千葉県）

※ 3 軸測投影法：傾斜させた状態の立体を正面から描く方法
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し
た
。
最
初
か
ら
緊
張
し
す
ぎ
て
焦
り
ま
し
た

が
、
午
後
か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
た
石
坂
さ
ん
は
、
銅
賞
を

獲
得
し
た
。

●
縫
製
／
洋
裁
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

／
ネ
イ
ル
施
術
／
写
真
撮
影

　
「
縫
製
」
の
課
題
は
、
エ
プ
ロ
ン
の
製
作
（
４

時
間
）
で
、
配
布
さ
れ
た
９
枚
の
パ
ー
ツ
を
ミ

シ
ン
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
を
使
っ
て
完
成
さ
せ
る
。

６
回
目
の
全
国
大
会
だ
と
い
う
江え

頭が
し
ら

礼れ
い

奈な

さ
ん

（
佐
賀
県
）は
、
特
別
支
援
学
校
で
事
務
職
員
を

し
な
が
ら
洋
服
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
そ
う
だ
。

競
技
後
「
今
日
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
カ
ー
ブ
部
分
が

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
た
が
ん
ば

り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　
「
洋
裁
」
の
課
題
は
、
薄
手
ウ
ー
ル
を
使
っ

た
オ
ー
ダ
ー
仕
立
て
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
製

作
（
６
時
間
）。
作
業
は
、
裁
断
か
ら
芯
貼
り
、

印
付
け
、
本
縫
い
ミ
シ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
、
ロ
ッ

ク
ミ
シ
ン
の
順
で
進
め
る
。
松ま

つ

本も
と

弥や

生よ
い

さ
ん（
熊

本
県
）
は
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
国
際

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
。
競
技
後
、「
大
会

前
に
体
調
を
崩
し
て
な
か
な
か
練
習
で
き
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
競
技
で
は
衿え

り

つ
け
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」
と
話
し
、
結
果
は
努

力
賞
。「
ま
た
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
」
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
は
花
束
（
60

分
）、花
嫁
の
ブ
ー
ケ（
60
分
）、会
場
装
飾（
ワ
ン

サ
イ
ド
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）（
45
分
）
の
３
課
題
。

清し

水み
ず

大ひ
ろ

希き

さ
ん
（
鳥
取
県
）
が
通
う
職
業
訓
練

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
義
肢
」
の
競
技
課
題
は
、
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
「
下
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
」
の
製

作
（
４
時
間
15
分
）。
専
門
学
校
に
通
う
大お

お

北き
た

康こ
う

平へ
い

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、
生
ま
れ
つ
き
手
の

指
に
障
害
が
あ
る
。
い
っ
た
ん
就
職
し
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
で
自
動
車
部
品
の
設
計
な
ど
を
手
が
け
て
い

た
が
、「
幼
少
時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

病
院
職
員
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
直
接
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
装
具
士
を
目
ざ
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
い
た
。
卒
業
前
の
集
大
成
と
し
て
臨
ん

だ
今
回
は
、
出
場
者
中
最
上
位
の
銀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
「
木
工
」
の
課
題
は
、「
蓋ふ

た

付
き
木
箱
」
の
製

作（
５
時
間
）。
競
技
後
も
審
査
委
員
か
ら
熱
心

に
か
ん
な
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た

の
は
、
家
具
製
作
所
に
勤
め
る
福ふ

く

島し
ま

大だ
い

樹き

さ
ん

（
岩
手
県
）。
木
工
作
業
が
好
き
で
就
職
し
、
家

具
の
パ
ー
ツ
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
る
。
父
親

は
「
理
解
あ
る
職
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
助
言
を

い
た
だ
い
て
き
た
よ
う
で
す
」
と
話
す
。
競
技

後
に
「
少
し
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
て
い

ね
い
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
ふ

り
返
っ
た
福
島
さ
ん
は
、努
力
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
家
具
」
の
課
題
は
「
花
台
」
の
製
作
（
５

時
間
30
分
）。
今
回
の
出
場
者
は
、
聾ろ

う

学
校
に

通
う
石い

し

坂ざ
か

菜な

な々

子こ

さ
ん（
愛
知
県
）１
人
。
同
行

し
て
い
た
学
校
の
指
導
教
員
は
、「
別
の
聾
学

校
は
学
科
が
閉
鎖
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

あ
る
程
度
の
技
量
が
必
要
な
の
で
、
当
校
も
今

年
は
１
人
し
か
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」と
明
か

す
。
競
技
後
「
２
カ
月
間
ほ
ど
練
習
し
て
き
ま

校
の
指
導
員
に
よ
る
と
「
訓
練
生
は
毎
年
、
好

き
な
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
挑
戦
し
ま
す
。

短
期
間
で
目
標
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
が
、
ほ

か
の
訓
練
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

競
技
後
、「
こ
の
種
目
に
挑
戦
し
て
、
長
時
間
で

も
集
中
力
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
初
め
て
時
間
内
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
清
水
さ
ん
は
、
銅

賞
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
「
ネ
イ
ル
施
術
」
は
、
ネ
イ
ル
ケ
ア
と
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
（
75
分
）、
ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
ア
ー
ト
（
70

分
）の
２
課
題
。
一い

ち

木き

侑ゆ
う

子こ

さ
ん（
東
京
都
）は
、

事
務
の
仕
事
を
し
な
が
ら
３
回
目
の
全
国
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。
夫
に
よ
る
と
「
気
持
ち
が

沈
ん
で
い
た
こ
ろ
に
手
話
の
で
き
る
ネ
イ
リ
ス

ト
に
出
会
い
、変
わ
り
ま
し
た
」
と
い
う
。
一
木

さ
ん
は
銅
賞
を
獲
得
し
、「
課
題
が
変
わ
り
む

ず
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
努
力
を
信
じ
て

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
上
を
目
ざ
し

た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
写
真
撮
影
」
の
今
回
の
課
題
は
、
幕
張
メ
ッ

セ
で
開
催
さ
れ
る
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
外
観
や
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
出
展
ブ
ー

ス
な
ど
を
撮
影
す
る
と
い
う
内
容
だ
（
４
時

間
）。
養
護
学
校
の
先
生
か
ら
の
す
す
め
で
参

加
し
、前
回
は
銀
賞
だ
っ
た
大お

お

塚つ
か

弘ひ
ろ

也や

さ
ん
（
鹿

児
島
県
）。
母
親
は
「
よ
く
絵
の
構
図
が
う
ま

い
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
絵
の
具
の
管
理
が
苦

手
で
し
た
。
そ
こ
で
、
気
軽
に
撮
れ
る
デ
ジ
タ

ル
写
真
な
ら
と
挑
戦
し
ま
し
た
」
と
話
す
。
地

元
ス
ー
パ
ー
で
食
品
加
工
の
仕
事
を
し
な
が
ら

「義肢」銀賞、
大北康平さん（愛知県）

「洋裁」努力賞、
松本弥生さん（熊本県）

「木工」努力賞、
福島大樹さん（岩手県）

「家具」銅賞、
石坂菜々子さん（愛知県）

「縫製」
江頭礼奈さん（佐賀県）
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ベ
ラ
ル
株
式
会
社
」（
東
京
都
）
で
働
く
９
人
が
、

日
ご
ろ
か
ら
従
事
し
て
い
る
コ
ピ
ー
機
の
「
リ

フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
（
清
掃
）
作
業
」
と
「
リ
ペ
ア
（
修

理
）
作
業
」
を
行
っ
た
。
同
社
の
担
当
者
は
「
昨

年
参
加
し
た
選
手
た
ち
が
、
活
き
活
き
と
し
た

表
情
で
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
観
た
と
い
う
方
や
企
業
か

ら
も
多
く
の
問
合
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

反
響
ぶ
り
を
語
っ
て
い
た
。

●
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
２

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
環
と
し
て
競
技
エ
リ

ア
に
隣
接
す
る
フ
ロ
ア
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、

「
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
２
～
働
く
障

害
者
を
応
援
す
る
仲
間
の
集
い
～
」。
障
害
者

の
雇
用
に
か
か
わ
る
展
示
や
実
演
な
ど
を
通
し

て
来
場
者
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
約
90
団
体
・
事
業
所
が
、「
能

力
開
発
エ
リ
ア
」、「
就
労
支
援
エ
リ
ア
」、「
職

場
紹
介
エ
リ
ア
」、「
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
に
そ
れ

ぞ
れ
出
展
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
展
者

写
真
撮
影
を
続
け
て
き
た
。
今
回
も
銀
賞
を
獲

得
し
た
。

●
技
能
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン　

　

物
流
ワ
ー
ク
／
Ｏ
Ａ
機
器
等
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

今
回
初
め
て
の
実
施
と
な
っ
た
「
物
流
ワ
ー

ク
」
は
、
当
機
構
が
運
営
す
る
国
立
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
埼
玉
県
）に
通
う

４
人
が
披
露
し
た
。
疑
似
倉
庫
の
棚
に
並
ん
だ

ス
ト
ッ
ク
品
を
指
示
書
通
り
に
選
び
出
し（
ピ
ッ

キ
ン
グ
）、
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
、
納
品
物
が
伝

票
通
り
か
を
確
認
し
な
が
ら
棚
に
補
充
す
る
と

い
う
内
容
。
担
当
者
に
よ
る
と
地
方
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
埼
玉
大
会
で
は
数
回
、
競
技
と
し
て
独

自
に
実
施
し
て
い
る
そ
う
だ
。「
国
立
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
販
売
・

物
流
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
を
設
け
、
商
品
管
理
な
ど

の
訓
練
で
就
職
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
」
と
の
こ

と
だ
。

　

前
回
に
続
い
て
披
露
さ
れ
た
「
Ｏ
Ａ
機
器
等

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」。
中
古
Ｏ
Ａ
機
器
を
扱
う
「
リ

の
紹
介
や
実
演
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
の
一
角
で
、
お
い
し
そ
う
な
蜂
蜜
や

ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
の
は
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
は
ぁ
も
に
ぃ
」（
千
葉
県
）。

地
元
の
養
蜂
家
と
連
携
し
な
が
ら
ミ
ツ
バ
チ
の

管
理
や
蜂
蜜
の
瓶
詰
作
業
な
ど
に
取
り
組
む
ほ

か
、
無
添
加
・
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
ス
イ
ー

ツ
の
製
造
、
ジ
ャ
ム
類
の
受
託
製
造
、
カ
フ
ェ

運
営
等
を
展
開
し
て
い
る
。
関
係
者
は
「
最
近

は
地
域
の
施
設
の
屋
上
に
巣
箱
を
設
置
さ
せ
て

も
ら
い
、
地
域
緑
化
に
つ
な
が
る
環
境
保
全
を

含
め
た
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
他
団
体
と
一
緒

に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
店
も
運
営
し
、
地
域
の

農
産
物
や
福
祉
施
設
の
商
品
な
ど
を
販
売
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　

閉
会
式
は
３
年
ぶ
り
に
集
合
形
式
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
都
道
府
県
ご
と
に
座
っ
た
選
手
団

を
前
に
、
大
会
主
催
者
で
あ
る
当
機
構
の
湯
浅

善
樹
理
事
長
が
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ア
ビ
リ
ス
」と
と
も
に
登
壇
。

「
今
大
会
は
３
年
ぶ
り
に
観
客
の
み
な
さ
ま
を
招

い
て
開
催
し
、
多
く
の
方
に
観
覧
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は

今
大
会
で
交
流
の
輪
を
広
げ
、
友
情
を
育
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
、
い
っ
そ
う
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か

「洋裁」努力賞、
松本弥生さん（熊本県）

「フラワーアレンジメント」銅賞、
清水大希さん（鳥取県）

「ネイル施術」銅賞、
一木侑子さん（東京都）

「縫製」
江頭礼奈さん（佐賀県）

「写真撮影」銀賞、
大塚弘也さん（鹿児島県）

技能デモンストレーション「物流ワーク」

技能デモンストレーション「OA 機器等メンテナンス」

「障害者ワークフェア 2022」

閉
会
式
　

（
日
）

月
11

６
日
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（
神
奈
川
県
）
は
、
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初

出
場
。「
練
習
を
２
カ
月
間
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

集
中
し
て
、き
ち
ん
と
確
認
し
な
が
ら
競
技
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
す
ば
や
く

作
業
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

元
気
に
語
っ
た
。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」
の
日く

さ

下か

幸ゆ
き

憲の
り

さ
ん
（
宮

城
県
）
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
開
発
関
連

会
社
で
、
製
造
の
前
加
工
や
段
ボ
ー
ル
組
立
て

作
業
を
担
当
し
て
い
る
。「
職
場
の
上
司
が
ぼ

く
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
指
導
し
て
く
れ
ま
し

た
。
支
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

で
す
し
、
自
分
の
こ
と
も
ほ
め
て
あ
げ
た
い
で

す
。
今
後
は
初
心
に
返
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
で

す
」。

　
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
の
山や

ま

下し
た

優ゆ
う

香か

さ
ん
（
和
歌

山
県
）
は
、
地
元
の
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
い
る
。

「
今
日
の
競
技
は
１
回
目
が
緊
張
し
ま
し
た
が
、

２
回
目
で
力
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。
職
場
で
は

宴
会
サ
ー
ビ
ス
担
当
な
の
で
、
今
後
も
笑
顔
を

大
切
に
接
客
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
の
西に

し

川か
わ

陽は
る

規き

さ
ん
（
和
歌
山
県
）
は
、「
う
れ
し
い
で
す
。
宛

名
ラ
ベ
ル
を
い
か
に
す
ば
や
く
ス
ム
ー
ズ
に
貼

れ
る
か
を
意
識
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
が
は
じ
け
た
。

　
「
表
計
算
」
の
石い

し

田だ

雅ま
さ

則の
り

さ
ん
（
長
崎
県
）
は
、

前
回
は
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
い
な

が
ら
銅
賞
。「
普
段
か
ら
技
能
検
定
の
過
去
問
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。通
所
先
で
の
パ
ソ
コ
ン

指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
就
職
の
機
会
が
あ
れ
ば
活

年
目
で
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
初
出
場
。「
苦

手
な
と
こ
ろ
を
何
度
も
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
一
に
な
れ
て
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
今

後
は
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
選
ば
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」。

　
「
歯
科
技
工
」の
吉よ

し

田だ

勇ゆ
う

己き

さ
ん（
東
京
都
）は
、

５
回
目
の
出
場
で
昨
年
は
銀
賞
。「
空
き
時
間
に

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
金
賞
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
幸

せ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
の
安あ

ん

達た
つ

芽め

衣い

さ
ん

（
奈
良
県
）は
地
方
銀
行
の
特
例
子
会
社
に
勤
務
。

「
４
年
前
の
第
38
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
沖
縄

大
会
に
出
場
し
て
以
来
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
も

通
っ
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
パ
ソ
コ
ン

だ
け
で
な
く
、
苦
手
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
」。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
石い

し

倉く
ら

正ま
さ

史ふ
み

さ
ん
（
福
岡

県
）
は
、「
２
年
前
に
出
場
し
た
第
40
回
全
国
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
愛
知
大
会
で
は
銅
賞
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
胸
を
張
っ
て
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
会
社
の
後
輩
に
も
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
参
加
し
て
入
賞
で
き
る
喜
び
を
教
え
て
あ

げ
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
の
藤ふ

じ

澤さ
わ

一か
ず

代よ

さ
ん
（
香
川
県
）
は
前
回
が
銀
賞
。「
今
回
は
自

分
が
楽
し
ん
で
、
い
ま
ま
で
の
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
家
族
、
み
な
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」。

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
の
壁か

べ

谷や

佳か

菜な

さ
ん

ら
願
っ
て
い
ま
す
。次
回
は
愛
知
県
で
の
開
催
で

す
。み
な
さ
ん
と
会
え
る
こ
と
を
ア
ビ
リ
ス
と
と

も
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
」
な
ど
と
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
成
績
発
表
と
表
彰
式
。
競
技
種
目
ご

と
に
努
力
賞
・
銅
賞
・
銀
賞
・
金
賞
の
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
歓
声
や
拍
手

の
音
が
響
い
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
設
け
ら
れ
た
表

彰
台
で
は
金
・
銀
・
銅
の
受
賞
者
が
１
人
ず
つ

メ
ダ
ル
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。

　

閉
会
式
終
了
後
は
、
隣
の
フ
ロ
ア
で
種
目
別

に
審
査
委
員
に
よ
る
講
評
の
場
が
設
け
ら
れ
、

選
手
た
ち
は
自
分
の
競
技
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
お
う
と
列
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
の
長な

が

㟢さ
き

和か
ず

志し

さ
ん
（
長
野
県
）
は

２
回
目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
ご
ろ

は
店
舗
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
業

務
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
。「
事
前
の
写
真
準

備
が
よ
い
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
仕
事
で

も
活
か
し
な
が
ら
、
次
は
ほ
か
の
種
目
に
も
挑

戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
」。

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
の
足あ

立だ
ち

玄ひ
ろ

人と

さ
ん
（
愛
知
県
）

は
、「
練
習
の
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
技
能
は
個

人
の
も
の
な
の
で
、
ど
れ
だ
け
高
め
て
い
け
る
か

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指
導
し
て
く
れ
た
先
輩

方
に
恩
返
し
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
、
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
。

　
「
電
子
機
器
組
立
」
の
小こ

林ば
や
し

元も
と

気き

さ
ん
（
愛
知

県
）
は
、
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
11

「アビリンピックの世界」をテーマに
行われたカンファレンス

「特定非営利活動法人はぁもにぃ」のブース

「データベース」金賞、
石倉正史さん（福岡県）

「喫茶サービス」金賞、
山下優香さん（和歌山県）

「パソコン組立」金賞、
舘野裕太郎さん（神奈川県）

「機械 CAD」金賞、
足立玄人さん（愛知県）

「DTP」金賞、
長㟢和志さん（長野県）

金
賞
受
賞
者
た
ち
の
喜
び
の
声
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か
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
写
真
撮
影
」の
井い

門ど

仁じ
ん

哉や

さ
ん（
愛
媛
県
）は
、

勤
務
先
の
放
送
局
で
出
演
者
の
ス
チ
ー
ル
写
真

な
ど
の
撮
影
を
担
当
。「
前
回
出
場
し
た
と
き
は

入
賞
も
で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
金

賞
は
う
れ
し
い
で
す
。今
後
も
仕
事
で
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」
の
舘た

て

野の

裕ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
神

奈
川
県
）
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
会
社
で
社

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
パ
ソ
コ
ン
構
築
な
ど

を
担
当
。「
前
回
は
課
題
を
読
み
間
違
え
て
い
た

の
で
、
今
回
は
そ
れ
に
気
を
つ
け
て
早
く
組
み

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
技
術
の
腕
を
磨
い

て
い
き
ま
す
」。

　
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
」
の
北き

た

川が
わ

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
（
埼

玉
県
）
は
、「
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
国
立
職

業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
通
い
ま

し
た
。
競
技
中
は
課
題
を
音
声
で
聞
き
逃
さ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
た
。
結
果
に
満
足
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
就
職
で
す
ね
」。

　
「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」
の
城し

ろ

間ま

大た
い

雅が

さ
ん

（
大
阪
府
）
は
、
職
場
で
も
パ
ソ
コ
ン
業
務
を
担

当
。「
半
年
間
の
練
習
の
努
力
が
実
り
ま
し
た
」

と
話
す
そ
ば
で
、コ
ー
チ
ン
グ
役
の
同
僚
が
「
誇

り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て

働
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
り
、
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
た
。

　
「
木
工
」
の
松ま

つ

内う
ち

宏ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、

多
機
能
型
事
業
所
に
通
い
、
昨
年
は
銅
賞
だ
っ

た
。「
削
る
と
こ
ろ
が
、
と
て
も
上
手
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
出
場
し
た
い
で
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

「データベース」金賞、
石倉正史さん（福岡県）

「喫茶サービス」金賞、
山下優香さん（和歌山県）

「パソコン組立」金賞、
舘野裕太郎さん（神奈川県）

「フラワーアレンジメント」金賞、
藤澤一代さん（香川県）

「オフィスアシスタント」金賞、
西川陽規さん（和歌山県）

「パソコン操作」金賞、
北川一朗さん（埼玉県）

「ビルクリーニング」金賞、
壁谷佳菜さん（神奈川県）

「表計算」金賞、
石田雅則さん（長崎県）

「パソコンデータ入力」金賞、
城間大雅さん（大阪府）

「製品パッキング」金賞、
日下幸憲さん（宮城県）

「写真撮影」金賞、
井門仁哉さん（愛媛県）

「木工」金賞、
松内宏幸さん（熊本県）

「機械 CAD」金賞、
足立玄人さん（愛知県）

「DTP」金賞、
長㟢和志さん（長野県）

「電子機器組立」金賞、
小林元気さん（愛知県）

「歯科技工」金賞、
吉田勇己さん（東京都）

「ワード・プロセッサ」金賞、
安達芽衣さん（奈良県）
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第42 回 全国アビリンピック
入賞者発表！

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ	

長な
が

﨑さ
き

　
和か
ず

志し	

長
野
県	

社
会
福
祉
法
人
な
が
の
コ
ロ
ニ
ー 

長
野
福
祉
工
場

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ　
足あ

立だ
ち

　
玄ひ
ろ

人と	

愛
知
県

電
子
機
器
組
立	

小こ

林ば
や
し

　
元も
と

気き	

愛
知
県	

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

歯
科
技
工	

吉よ
し

田だ

　
勇ゆ
う

己き	

東
京
都	

タ
ク
ミ
オ
ー
デ
ン
ト

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

安あ
ん

達た
つ

　
芽め

衣い	

奈
良
県	

な
ん
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス	

石い
し

倉く
ら

　
正ま
さ

史ふ
み	

福
岡
県	

化
成
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト	

藤ふ
じ

澤さ
わ

　
一か
ず

代よ	

香
川
県	

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
園

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

壁か
べ

谷や

　
佳か

菜な	

神
奈
川
県	

株
式
会
社
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ	

日く
さ

下か

　
幸ゆ
き

憲の
り	

宮
城
県	

セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

山や
ま

下し
た

　
優ゆ
う

香か	

和
歌
山
県	

公
立
学
校
共
済
組
合
和
歌
山
宿
泊
所 

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

西に
し

川か
わ

　
陽は
る

規き	

和
歌
山
県	

紀
陽
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

表　
計　
算	

石い
し

田だ

　
雅ま
さ

則の
り	

長
崎
県	

写
真
撮
影	

井い

門ど

　
仁じ
ん

哉や	

愛
媛
県	

N
H
K
松
山
放
送
局

パ
ソ
コ
ン
組
立	

舘た
て

野の

裕ゆ
う

太た

郎ろ
う	

神
奈
川
県	

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作	

北き
た

川が
わ

　
一い
ち

朗ろ
う	

埼
玉
県	

国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力	

城し
ろ

間ま

　
大た
い

雅が	

大
阪
府	

ク
ボ
タ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

木　
　
　
工	

松ま
つ

内う
ち

　
宏ひ
ろ

幸ゆ
き	

熊
本
県	

社
会
福
祉
法
人
ア
バン
セ 

多
機
能
型
事
業
所
カ
サ
・
チ
コ

銀 賞
Ｄ　
Ｔ　
Ｐ	
井い

門ど

明あ

日す

香か	

愛
媛
県	

株
式
会
社
愛
媛
新
聞
社

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ	
植う
え

村む
ら

　
　
晃あ
き
ら	

愛
知
県	

新
東
工
業
株
式
会
社

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ	

佐さ

藤と
う

康こ
う

太た

郎ろ
う	

東
京
都
東
京
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
株
式
会
社

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ	

天あ
ま

野の

　
寛ひ
ろ

隆た
か	

愛
知
県
愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立	

小お

薗そ
の

江え

ま
ゆ
み	
茨
城
県	

株
式
会
社
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

義　
　
　
肢	

大お
お

北き
た

　
康こ
う

平へ
い	

愛
知
県	
専
門
学
校
日
本
聴
能
言
語
福
祉
学
院

歯
科
技
工	

宇う

都つ
の

宮み
や

真し
ん

一い
ち	

東
京
都	
昭
和
大
学
歯
科
病
院　

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

前ま
え

川か
わ

　
哲さ
と

志し	

長
野
県	

信
州
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

武た
け

村む
ら

　
俊と
し

明あ
き	

大
阪
府	

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス	

小こ

林ば
や
し

　
隆り
ゅ
う

誠せ
い	

愛
知
県	

中
電
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	

東と
う

條じ
ょ
う

　
吉よ
し

晃あ
き	

大
阪
府	

株
式
会
社
ウ
イ
ル
ハ
ー
ツ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト	

田た

中な
か

　
達た
つ

也や	

新
潟
県	

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
み

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ	

田た

中な
か

　
卓た
く

也や	

神
奈
川
県	

デ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー
フ
ァ
イ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

川か
わ

瀨せ

　
栄え
い

大だ
い	

東
京
都	

東
京
都
立
港
特
別
支
援
学
校

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

永な
が

瀬せ

　
ま
ゆ	

岐
阜
県	

岐
阜
県
立
岐
阜
清
流
高
等
特
別
支
援
学
校

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ	

大お
お

下し
た

一い
ち

太た

郎ろ
う	

東
京
都	

株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ウ
ィ
ル

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ	

山や
ま

本も
と

　
愛ま
な

斗と	

鳥
取
県	

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社 

倉
吉
営
業
所

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

佐さ
さ々

木き

由ゆ

美み

子こ	

岩
手
県	

株
式
会
社
一
歩 

カ
フ
ェ
ア
ン
パ
ス

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

石い
し

倉く
ら

　
安あ
ん

七な	

埼
玉
県	

第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

福ふ
く

田だ

　
彩あ
や

佳か	

大
阪
府	

株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ 

大
阪
営
業
所

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

安あ
ん

藤ど
う

　
美み

紅く	

岡
山
県	

株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ 

水
島
営
業
所

表　
計　
算	

風か
ぜ

晴は
れ

　
　
岬み
さ
き	

青
森
県	

株
式
会
社
み
ち
の
く
銀
行

表　
計　
算	

山や
ま

本も
と

　
　
勇い
さ
む	

栃
木
県	

株
式
会
社
栃
木
銀
行

表　
計　
算	

森も
り

岡お
か

　
大た
い

晟せ
い	

大
阪
府	

第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

ネ
イ
ル
施
術	

坂さ
か

角ず
み

ゆ
か
り	

東
京
都	

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
サ
ン
ラ
イ
ト

写
真
撮
影	

大お
お

塚つ
か

　
弘ひ
ろ

也や	

鹿
児
島
県	

株
式
会
社
エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島

パ
ソ
コ
ン
組
立	

柿か
き
の
き木

　
徹て
つ

夫お	

栃
木
県	

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
小
山
工
場

パ
ソ
コ
ン
操
作	

福ふ
く

士し

　
雅ま
さ

稀き	

茨
城
県	

国
立
大
学
法
人
筑
波
技
術
大
学

パ
ソ
コ
ン
操
作	

岡お
か

澤ざ
わ

　
洋ひ
ろ

成な
り	

栃
木
県	

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力	

藤ふ
じ

田た

　
公き
み

孝た
か	

埼
玉
県	

第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力	

石い
し

井い

　
郁い
く

光み	

奈
良
県	

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
ぷ
ろ
ぼ
の
大
和
八
木

縫　
　
　
製	

澤さ
わ

　
　
汐し

音お
ん	

茨
城
県	

茨
城
県
立
水
戸
高
等
特
別
支
援
学
校

木　
　
　
工	

龍た
つ

見み

　
勇ゆ
う

斗と	

群
馬
県	

群
馬
県
立
高
崎
高
等
特
別
支
援
学
校

木　
　
　
工	

八や

木ぎ

麻ま

奈な

巳み	

静
岡
県	

静
岡
県
立
あ
し
た
か
職
業
訓
練
校

木　
　
　
工	
平ひ
ら

野の

　
　
敦あ
つ
し	

鹿
児
島
県	

国
立
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

金 賞
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第42 回 全国アビリンピック
入賞者発表！

洋　
　
　
裁	

久く

田だ

　
大だ
い

介す
け	

広
島
県	

株
式
会
社
A
s
a
h
i
c
h
o

家　
　
　
具　
石い
し

坂ざ
か

菜な

な々

子こ	

愛
知
県
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ	

南み
な
み

　
　
大だ
い

介す
け	

大
阪
府	

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ	

加か

賀が

　
啓け
い

一い
ち	

愛
知
県	

愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立	

西に
し

　お尾
　
慎し
ん

　い
ち一	

三
重
県	

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ト
リ
ム

義　
　
　
肢	

大お
お

迫さ
こ

　
俊し
ゅ
ん

司じ	

鹿
児
島
県	

国
立
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

歯
科
技
工	

勝か
つ

見み

　
　
聡さ
と
る	

大
阪
府	

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

山や
ま

本も
と

　
　
巧た
く
み	

愛
知
県	

ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

眞ま

鍋な
べ

　
　
薫か
お
る	

愛
媛
県	

愛
媛
県
東
予
地
方
局

デ
ー
タ
ベ
ー
ス	
若わ
か

井い

　
与よ

一い
ち	

千
葉
県	

株
式
会
社
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	
高た
か

田だ

　
麻ま

衣い	

神
奈
川
県	

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト	

草く
さ

間ま

　
陵り
ょ
う

太た	

長
野
県	

長
野
養
護
学
校
高
等
部
朝
陽
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト	

清し
み

水ず

　
大ひ
ろ

希き	
鳥
取
県	

鳥
取
県
立
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー 

倉
吉
校

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

河か
わ

野の

　
雅ま
さ

也や	
埼
玉
県	

日
東
電
工
ひ
ま
わ
り
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

池い
け

田だ

航こ
う

太た

郎ろ
う	

京
都
府	
京
都
市
立
鳴
滝
総
合
支
援
学
校

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

重し
げ

政ま
さ

遼り
ょ
う

太た

朗ろ
う	

山
口
県	
株
式
会
社
ビ
ー
ク
ル
ー
エ
ッ
セ

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ	

人ひ
と

見み

　
光こ
う

輝き	

栃
木
県	

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ	

匂さ
ぎ

坂さ
か

ま
ど
か	

愛
知
県	

中
電
ウ
イ
ン
グ
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

小こ

西に
し

　
美み

咲さ
き	

兵
庫
県	

日
本
パ
ー
ソ
ネ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

永な
が

瀬せ

　
陽は
る

菜な	

島
根
県	

島
根
県
立
松
江
養
護
学
校 

乃
木
校
舎

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

高た
か

橋は
し

　
夏な
つ

姫き	

大
分
県	

社
会
福
祉
法
人
博
愛
会

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

松ま
つ

浦う
ら

章し
ょ
う

太た

郎ろ
う	

愛
知
県	

ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

中な
か

谷た
に

　
　
翠み
ど
り	

三
重
県	

百
五
管
理
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト	

馬ま

淵ぶ
ち

　
丈た
け

彦ひ
こ	

福
岡
県	

西
鉄
ウ
ィ
ル
ア
ク
ト
株
式
会
社

表　
計　
算	

赤あ
か

津つ

　
慶よ
し

治は
る	

神
奈
川
県	

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

表　
計　
算	

屋や

形が
た

　
彩あ
や

花か	

静
岡
県	

遠
州
鉄
道
株
式
会
社

表　
計　
算	

山や
ま

本も
と

　
真し
ん

司じ	

兵
庫
県	

株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
西
日
本
あ
い
ウ
ィ
ル

ネ
イ
ル
施
術	

一い
ち

木き

　
侑ゆ
う

子こ	

東
京
都	

野
村
不
動
産
ラ
イ
フ
＆
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

写
真
撮
影	

清し
み

水ず

　
武た
け

志し	

千
葉
県	

株
式
会
社
舞
浜
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

パ
ソ
コ
ン
組
立	

新あ
ら

家い
え

　
克か
つ

博ひ
ろ	

石
川
県	

小
松
市
役
所

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力	

鈴す
ず

木き

　
満ま

美み	

愛
知
県	

ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

縫　
　
　
製	

田た

中な
か

彩さ

李り

菜な	

北
海
道	

就
労
継
続
支
援
事
業
所
ポ
ラ
リ
ス

木　
　
　
工	

木き

戸ど

　
心こ
こ

愛あ	

滋
賀
県	

洋　
　
　
裁	

松ま
つ

本も
と

　
弥や
よ
い生	

熊
本
県

Ｄ　
Ｔ　
Ｐ	

村む
ら

田た

　
美み

優ゆ	

埼
玉
県	

国
立
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ	

村む
ら

野の

　
太た

一い
ち	

愛
媛
県	

三
浦
工
業
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立	

森も
り

峰ほ
う

か
お
り	

岡
山
県	

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
吉
備
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ	

鈴す
ず

木き

　
　
誉ほ
ま
れ	

三
重
県	

日
東
ひ
ま
わ
り
亀
山
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト	

神か
ん

田だ

　
優ゆ
う

花か	

愛
知
県	

デ
ン
ソ
ー
テ
ク
ノ
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ	

太お
お

田た

絵え

美み

里り	

新
潟
県	

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

喫
茶
サ
ー
ビ
ス	

海う
み

野の

　
琉る

凪な	

鹿
児
島
県	

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
高
等
特
別
支
援
学
校

表　
計　
算	

番ば
ん

　
　
亮り
ょ
う

介す
け	

愛
知
県

ネ
イ
ル
施
術	

河か
わ

村む
ら

　
愛ま
な

未み	

愛
知
県

写
真
撮
影	

木き
の

下し
た

　
　
淳じ
ゅ
ん	

岩
手
県

パ
ソ
コ
ン
操
作	

出で

村む
ら

　
　
翼つ
ば
さ	

福
岡
県	

社
会
福
祉
法
人
小
石
原
福
祉
会

縫　
　
　
製	

箱は
こ

岩い
わ

　
和か
ず

樹き	

福
島
県	

有
限
会
社
オ
レ
ン
ジ
パ
レ
ッ
ト

木　
　
　
工	
福ふ
く

島し
ま

　
大だ
い

樹き	

岩
手
県	

株
式
会
社
青
木
家
具
製
作
所

　幕張メッセ（千葉県千葉市）において、2022（令和4）年11月4日（金）から６日（日）までの３日間にわたり開催した「第42
回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」。今大会は、３大会ぶりに有観客により開催し、全25種目の技能競技
に47都道府県から375人の選手が集い、日ごろ培った技能を競い合うとともに、障害者ワークフェアも開催され、盛大な
大会となりました。
　今大会でも入賞者は以下の通り決定され、11月６日（日）の閉会式において、金賞17人、銀賞35人、銅賞33人、努力賞14人
の方々が栄えある表彰を受けました。

銅 賞努力賞
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︱
︱
株
式
会
社
千
葉
銀
行
が
２
０
０
６
︵
平
成
18
︶
年

12
月
に
設
立
し
、
２
０
０
７
年
５
月
に
特
例
子
会
社
と

し
て
認
定
さ
れ
た
﹁
ち
ば
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式
会
社
﹂

︵
以
下
、﹁
ハ
ー
ト
フ
ル
﹂︶
は
、
地
方
銀
行
の
１
０
０

％
子
会
社
で
は
初
の
特
例
子
会
社
だ
そ
う
で
す
ね
。

　

設
立
当
時
は
社
員
７
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
全

61
人
、う
ち
障
害
の
あ
る
社
員
は
40
人（
身
体
障
害
11
人
、

知
的
障
害
23
人
、
精
神
障
害
６
人
）
ま
で
増
え
、
障
害

者
雇
用
率
は
グ
ル
ー
プ
適
用
で
２・
61
％（
２
０
２
２︿
令

和
４
﹀
年
６
月
１
日
現
在
）
で
す
。
雇
用
形
態
は
全
員

正
社
員
で
定
年
60
歳
で
す
。
定
年
後
は
65
歳
ま
で
嘱
託

社
員
と
し
て
再
雇
用
し
て
お
り
、
61
歳
の
嘱
託
社
員
の

方
も
い
ま
す
が
、
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組
み
、
全
社

員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
は
名
刺
・
ゴ
ム
印
や
手
形
・
小
切
手
帳
な
ど
の

作
成
、
送
金
デ
ー
タ
入
力
や
預
金
取
引
履
歴
調
査
、
印

鑑
登
録
、
社
内
メ
ー
ル
便
発
送
や
契
約
書
な
ど
の
電
子

化
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
作
成
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

金
額
や
記
号
な
ど
打
ち
間
違
え
や
す
い
業
務
は
、
必

ず
２
人
が
別
々
に
同
じ
作
業
を
す
る
こ
と
で
ミ
ス
を
防

い
で
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
間
違
え
て
い
れ
ば
確
認
時

に
判
別
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
こ
の
担
当
に
な
っ

た
社
員
に
は
、
千
葉
銀
行
の
支
店
や
他
行
の
金
融
機
関

コ
ー
ド
を
暗
記
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ド
表
を

見
な
が
ら
打
つ
よ
り
も
速
い
で
す
し
、
読
み
間
違
い
の

確
率
も
大
幅
に
減
り
ま
す
。
こ
う
し
た
工
夫
と
本
人
た

ち
の
努
力
の
結
果
、
ミ
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
職
場
で
の
社
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

入
社
後
、
新
入
社
員
研
修
を
は
じ
め
、
１
年
間
は
個

人
面
談
を
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。
本
人
が
担
当
す
る
業

務
に
つ
い
て
は
「
２
年
間
で
一
人
前
」
と
し
、
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
習
得
の
目
標
な
ど
を
設
定
。
個

人
面
談
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
成
長
を
う
な
が

し
ま
す
。
そ
の
後
は
中
堅
社
員
研
修
、
リ
ー
ダ
ー
職
階

研
修
も
あ
り
、
係
長
に
昇
進
し
た
社
員
が
５
人
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
「
セ
ル
フ
ケ
ア
支
援
管
理
表
」
も

導
入
し
ま
し
た
。
毎
朝
、
睡
眠
時
間
や
体
調
を
記
入
、

夕
方
は
一
日
の
ふ
り
返
り
や
困
り
ご
と
な
ど
を
自
由
に

書
き
ま
す
。
銀
行
か
ら
出
向
し
て
い
る
管
理
者
が
目
を

通
し
、
異
変
が
あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
に
回
り
ま
す
。
気
づ

い
た
の
は
、
意
外
と
睡
眠
時
間
が
取
れ
て
お
ら
ず
翌
日

の
業
務
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
本
人
も
い
わ
れ

て
初
め
て
自
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

年
１
回
は
「
気
づ
き
・
サ
イ
ン
シ
ー
ト
」
も
提
出
し

て
も
ら
い
ま
す
。「
調
子
を
崩
す
き
っ
か
け
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
は
何
で
す
か
」、「
こ
れ
を
す
れ
ば
乗
り

切
れ
る
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た
質
問

に
答
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
内
容

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
親
会
社
の
部
署
で
働
い
て
い
る
社
員
も
い
る
そ
う

従業員全員で
「ともに成長する」職場を
ちばぎんハートフル株式会社 取締役社長
斎藤千草さん
さいとう　ちぐさ　1965（昭和 40）年生まれ。1988 年株式会社千葉銀行入行。2014（平成
26）年ダイバーシティ推進部長、2016年人材育成部長、2017年執行役員人材育成部長、2018
年執行役員事務企画部長を歴任。2020（令和２）年から現職。

地
方
銀
行
初
の
特
例
子
会
社

働
く
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で

業
務
拡
大

個
人
面
談
や
研
修
、
セ
ル
フ
ケ
ア
支
援
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で
す
ね
。

　

千
葉
銀
行
の
本
店
な
ど
外
部
の
２
拠
点
で
働
い
て
い

ま
す
。
最
初
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
社
員
を
出
向
さ

せ
、
業
務
遂
行
が
可
能
だ
と
判
断
し
て
も
ら
っ
た
う
え

で
、
業
務
受
託
の
形
で
現
場
に
残
り
ま
す
。
事
前
に
私

た
ち
が
「
こ
の
社
員
は
能
力
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
で
す
」

と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
、
働
く
様
子
を
見
て
も
ら
う
の
が
一
番

で
す
。
誠
実
に
取
り
組
む
姿
や
ミ
ス
の
少
な
い
仕
事
ぶ

り
に
「
あ
の
業
務
も
で
き
る
か
も
」
と
話
が
広
が
り
、

業
務
拡
大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
は
千
葉
銀
行
の
発
送
室
業
務

を
全
面
的
に
受
託
し
ま
し
た
。ハ
ー
ト
フ
ル
の
管
理
者
５

人
と
社
員
５
人
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務

集
中
部
で
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
の
管
理
者
１
人
と
社
員
５

人
で
融
資
契
約
書
な
ど
の
電
子
化
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

外
部
拠
点
で
の
勤
務
に
つ
い
て
事
前
に
社
員
へ
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
た
と
こ
ろ
、
半
分
ほ
ど
が
「
外
で
働
い
て

み
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
現
実
的
に

は
想
像
と
違
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ご
家
族
も

交
え
て
相
談
し
な
が
ら
て
い
ね
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
、
外
部
拠
点
に
移
っ
て
活
き
活
き
と

働
く
社
員
が
多
く
驚
い
て
い
ま
す
。

　
―
―
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
毎
年
の
よ
う
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
延
べ
47
人
が
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
、ワ
ー
ド・
プ
ロ
セ
ッ
サ
、オ
フ
ィ

ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
３
種
目
で
、
今
年
度
は
地
方
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
９
人
が
出
場
し
５
人
が
入
賞
、
全
国
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
１
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
先
輩
を

見
て
「
自
分
も
」
と
手
を
あ
げ
る
社
員
が
多
い
で
す
ね
。

参
加
者
全
員
に
社
長
か
ら
賞
状
を
渡
す
の
が
慣
例
で
、

私
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
そ
の
も
の
が
大
事
」
と
激
励
し
て

い
ま
す
。

　

競
技
用
の
特
訓
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
社
内
勉
強
会

と
し
て
開
催
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
初
級
・
中
級
）

が
練
習
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
社
内
勉
強
会
は
勤

務
時
間
内
の
30
分
ほ
ど
を
使
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
生
活
技
能
訓
練
）、
手
話
な
ど
を
テ
ー
マ
に

月
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
社
員
の
企

画
で
始
め
た
手
話
勉
強
会
で
は
、
中
級
の
腕
前
に
な
っ

た
社
員
が
増
え
ま
し
た
。
配
布
し
た
手
話
ブ
ッ
ク
を
休

憩
時
間
に
熱
心
に
読
む
社
員
も
見
か
け
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
業
務
当
番
表
な
ど
を

自
主
的
に
作
成
し
た
り
、「
外
部
拠
点
で
働
く
際
の
心

構
え
」
を
自
発
的
に
ま
と
め
た
り
す
る
社
員
も
い
ま
す
。

同
じ
社
員
の
目
線
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

へ
の
理
解
度
も
高
い
よ
う
で
す
。
先
日
は
、
当
番
表
の

欄
外
に
「
人
が
足
り
な
い
場
合
は
、
い
る
人
で
テ
キ
パ

キ
と
行
動
す
る
！
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
の
を
見
つ

け
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

社
員
参
加
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
当
社
は
、
２
０
１
９
年
の
台
風
被
災
地
で
使
わ
れ

た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
バ
ッ
グ
と
し
て
再
利
用
し
復
興
支

援
に
あ
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
バ
ッ
グ
の
包

装
を
担
当
し
ま
し
た
。
社
会
貢
献
へ
の
参
画
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
社
員
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま
は
、
聴

覚
障
害
の
あ
る
社
員
が
講
師
を
務
め
る
、
聾
学
校
向
け

の
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル
を
準
備
中
で
す
。

　
―
―
今
後
の
ハ
ー
ト
フ
ル
の
方
針
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
新
規
業
務
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
、
社

員
一
人
ひ
と
り
の
「
能
力
の
見
え
る
化
」
が
と
て
も
重

要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
パ
ソ
コ
ン
業
務
に

つ
い
て
は
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
を
表
に

し
て
明
確
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
取
得
奨
励
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。「
仕
事
に

役
立
つ
も
の
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、

漢
字
検
定
や
英
語
検
定
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
検
定
を

一
覧
表
に
し
て
社
員
に
配
っ
て
い
ま
す
。仕
事
帰
り
に

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
た
り
、
難
易
度
の
高
い
試
験
に

挑
戦
し
合
格
し
た
社
員
も
い
ま
す
。
会
社
が
受
検
料
を

補
助
す
る
ほ
か
、
最
初
の
合
格
者
に
は
記
念
品
を
贈
り

表
彰
し
て
い
ま
す
。
全
員
の
前
で
表
彰
さ
れ
る
様
子
を

見
て
刺
激
を
受
け
る
社
員
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
自
分
も
成
長
し
た
い
」
と
思
え
る
機
会
を
な
る
べ
く

多
く
提
供
し
た
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
管
理
者
も
、
全

員
が
「
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
」
の
資
格
を
、
４
割

が
「
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）」
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
社
会
福
祉
士
を
目
ざ
す
者

も
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、ハ
ー
ト
フ
ル
の
合
言
葉
「
と

も
に
成
長
す
る
」
を
、
全
従
業
員
で
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
内
勉
強
会
や

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加

社
員
一
人
ひ
と
り
の

「
能
力
の
見
え
る
化
」
も
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最終回最終回

職場内の支援体制の課題と対応職場内の支援体制の課題と対応

　障害のある従業員が働きやすく定着しやすい職場となるためには、社内の
支援体制づくりがポイントとなります。当連載の最終回は、従業員の相談窓口
を設置し、地域の支援機関と連携しながら障害のある従業員の定着のサポー
トを行う「株式会社ヤマザワ」の取組みを紹介します。

監修：中央障害者雇用情報センター（★）

クローズクローズ
アップアップ

性
と
、
職
場
で
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
も
の
で
、
山
形
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
に
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。
一
緒
に
働

く
従
業
員
の
多
く
は
、
障
害
者
雇
用
に
特
別

詳
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

障
害
の
あ
る
従
業
員
と
一
般
の
従
業
員
が
と

も
に
働
く
こ
と
が
あ
た
り
前
の
環
境
が
あ
る

の
で
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
ど
の
よ
う
に

接
し
た
ら
よ
い
か
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必

要
か
な
ど
を
、
前
の
担
当
者
か
ら
自
然
に
見

聞
き
し
て
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
」
と
加

藤
さ
ん
。

　

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
と
す

る
小
売
業
を
営
む
株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
ワ
︵
以

下
、
「
ヤ
マ
ザ
ワ
」
︶
。
山
形
県
内
や
宮
城

県
内
で
合
計
60
店
舗
を
展
開
し
、
２
０
２
２

︵
令
和
４
︶
年
12
月
現
在
、
１
１
７
人
の
障

害
の
あ
る
従
業
員
︵
知
的
障
害
66
人
、
精
神

障
害
19
人
、
身
体
障
害
32
人
︶
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

「
地
域
の
み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
就

労
先
と
し
て
注
目
さ
れ
る
機
会
も
多
く
、
以

前
か
ら
積
極
的
に
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
障
害
者
専
用
求
人
を
出
し
て
い
な

く
て
も
、
地
域
の
特
別
支
援
学
校
や
就
労
支

援
機
関
か
ら
採
用
や
職
場
実
習
に
関
す
る
問

合
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
の

窓
口
は
人
事
教
育
部
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

職
場
実
習
を
受
け
入
れ
る
店
舗
は
、
職
場
実

習
希
望
者
の
通
勤
可
能
な
エ
リ
ア
の
店
舗
の

な
か
か
ら
、
人
的
な
体
制
や
従
事
可
能
な
作

業
な
ど
の
環
境
面
を
ふ
ま
え
、
人
事
教
育
部

が
支
援
機
関
と
相
談
の
う
え
決
定
し
て
い
ま

す
。採
用
は
、
基
本
的
に
店
舗
ご
と
に
行
っ
て

お
り
、
地
域
の
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
実
習

生
を
受
け
入
れ
た
後
に
採
用
に
至
っ
た
り
、

求
人
の
募
集
に
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
か

ら
の
応
募
が
あ
り
採
用
し
た
り
す
る
な
ど
、

正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
、
障
害
の
あ
る
従
業

員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
」
と
、
人
事
教
育
部

教
育
企
画
の
加か

藤と
う

理お
さ
む

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
従
業
員
が
担
当
し
て
い
る
の

は
、
お
も
に
野
菜
や
惣
菜
な
ど
を
袋
詰
め
し

て
小
分
け
す
る
作
業
、
陳
列
作
業
、
チ
ェ
ッ

カ
ー
業
務
︵
レ
ジ
︶
な
ど
で
す
。

「
魚
売
り
場
な
ど
で
は
食
品
の
加
工
が
発

生
す
る
な
ど
、
部
門
に
よ
っ
て
業
務
の
内
容

に
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
本
人
の
希
望

や
特
性
を
見
き
わ
め
た
う
え
で
配
属
先
を
決

め
て
い
ま
す
。
採
用
後
は
、
店
舗
の
責
任
者

や
指
導
担
当
者
が
異
動
し
て
も
本
人
へ
の
対

応
が
適
切
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
特
性
や

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
店
舗
の
管
理
職
ク
ラ
ス

の
従
業
員
は
、
店
長
会
議
に
あ
わ
せ
て
人
事

教
育
部
が
開
催
す
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る

講
習
会
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
数

の
部
門
の
チ
ー
フ
、
接
客
担
当
者
に
対
し
て

も
同
様
の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講

習
会
の
内
容
は
、
各
店
舗
か
ら
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
特

～本社が店舗の障害者雇用をサポート～～本社が店舗の障害者雇用をサポート～

★中央障害者雇用情報センター　
　 https://www.jeed.go.jp/disability/employer/employer05.html 

＜参考＞「はじめての障害者雇用～事業主のための Q&A ～」ウェブコンテンツ版
 「Ｑ 職場で改善すべき問題が起きたときはどのように対処すればよいですか？」
https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003lx83.html

障
害
の
あ
る
人
が
職
場
に
い
る

こ
と
が
あ
た
り
前
の
環
境

株式会社ヤマザワ（山形県山形市）
◆事業内容　
食品スーパーマーケットを核とする小売業

◆店舗数（2022年12月現在）　
60店舗 (山形県内41店舗／宮城県内19店舗 )

◆従業員数（2022年 12月現在）
3896人（うち障害のある従業員117人：知的障害66人、
精神障害19人、身体障害32人）

◆実績
2021年 「障害者雇用優良事業所表彰（独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長努力賞）」

【取材先プロフィール】
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加
藤
さ
ん
の
在
籍
す
る
人
事
教
育
部
で

は
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
職
場
適
応
や
定

着
に
あ
た
っ
て
、
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き

に
採
用
店
舗
の
責
任
者
か
ら
相
談
を
受
け
つ

け
て
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は
、

 

「
人
事
教
育
部
で
は
、
人
事
、
教
育
、
福
利

厚
生
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
業
員
の
健
康

管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
つ
い
て

の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

　

特
に
多
い
の
は
、
遅
刻
や
欠
勤
な
ど
の
勤

務
態
度
に
つ
い
て
の
相
談
、
合
理
的
配
慮
を
考

慮
し
た
対
応
策
や
指
示
の
出
し
方
に
つ
い
て

の
相
談
、
従
業
員
同
士
の
人
間
関
係
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど
で
す
。
加
藤
さ
ん
が
続
け
ま
す
。

 

「
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
所
属
す
る
部
署

の
上
司
や
同
僚
か
ら
、
店
舗
単
独
で
は
対
応

で
き
な
い
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
人
事
教
育
部
で

は
相
談
事
に
対
し
て
、
上
司
や
同
僚
、
当
事

者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
店
舗

内
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
助
言
し
た
り
、
ま

た
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
見
き
わ
め
た
う
え

で
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
や
、そ
の
ほ
か
の
支
援
機
関
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
た
り

す
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
発
達
障
害
者
や
精
神
障
害
者
へ
の

支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
14
人
い
る
人

事
教
育
部
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
1
人
は
、
看

護
師
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
や
リ
ワ
ー
ク
支
援

な
ど
の
支
援
場
面
に
立
ち
会
っ
た
り
、当
事
者

と
の
定
期
的
な
面
談
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

 

「
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
か
ぎ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

適
切
な
専
門
家
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
障
害
の

あ
る
従
業
員
の
職
場
適
応
や
定
着
の
助
け
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当
事
者
は
、
何
か

問
題
や
不
満
を
抱
え
て
い
て
も
、
気
持
ち
を

言
葉
で
表
現
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
場
合
が

ま
ま
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
の
状
況
や
気
持
ち

を
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
寄
り
添
っ
た
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
資
格
認
定
講
習
を

受
け
る
メ
ン
バ
ー
も
お
り
、
人
事
教
育
部
と

し
て
、
障
害
者
雇
用
へ
の
理
解
を
よ
り
い
っ
そ

う
深
め
、
採
用
し
て
い
る
店
舗
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
加
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
障
害

者
雇
用
に
取
り
組
む
企
業
の
方
、
初
め
て
担

当
に
な
る
方
な
ど
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

「
障
害
の
あ
る
人
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う

と
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
相
手
の
立
場

や
状
況
、
気
持
ち
な
ど
を
推
し
量
り
、
本
当

の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難

な
こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
あ
き
ら
め
ず

に
、
理
解
し
よ
う
と
い
う
立
場
に
立
ち
続
け

る
こ
と
、
『
自
分
の
考
え
と
は
違
う
が
、
こ

う
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
だ
な
』
と
相
手
の

考
え
を
一
度
受
け
入
れ
る
頭
の
や
わ
ら
か
さ

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て

『
そ
れ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
』
、
『
実
現

不
可
能
だ
』
と
思
う
状
況
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
は
じ
め
か
ら
『
で
き
な
い
』

と
決
め
つ
け
ず
に
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の

か
、
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
姿

勢
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

当
連
載
で
は
職
場
内
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
、
４
回
に
わ
た
り
そ
の
重
要
性
と
ポ
イ
ン
ト

や
事
例
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
企

業
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
物
理
的
な
環
境
な

ど
に
応
じ
た
工
夫
を
し
な
が
ら
職
場
内
の
支

援
体
制
を
整
備
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
人
事
担
当
の
み
な
さ
ま
、
ど

の
よ
う
な
体
制
で
取
り
組
む
と
よ
い
か
悩
ま

れ
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
（
※
）
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※地域障害者職業センター　
　https://www.jeed.go.jp/location/chiiki/index.html

「障害者職業生活相談員について」
https://www.jeed.go.jp/disability/employer/employer04.html

支
援
機
関
と
の
連
携
と
店
舗
の

支
援
を
に
な
う『
人
事
教
育
部
』

山形市内にある、ヤマザワ松見町店
（写真提供：株式会社ヤマザワ）

青果部門で 25 年間勤務している男性従業員。知的
障害があり、おもに商品陳列を担当している

（写真提供：株式会社ヤマザワ）

作業室で店頭に並べるいちごパックを準備している様
子。店内放送なども担当し、売上向上の一助となって
いる　　　　　　　　（写真提供：株式会社ヤマザワ）
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J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

事業主のみなさまへ

令和５年４月１日から同年５月15日の間に令和５年度分の申告申請をお願いします。
前年度（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）の雇用障害者数をもとに、
障害者雇用納付金の申告を行ってください。
　○ 障害者の法定雇用率を下回る場合は、障害者雇用納付金を納付する必要があります。
　○ 障害者の法定雇用率を上回る場合は、障害者雇用調整金の支給申請ができます。

【申告申請期間】

種別 申告申請
対象期間

申告申請期間
・納付期限

障害者雇用納付金

令和４年４月１日

令和５年３月 31日

令和５年４月１日

令和５年５月 15日

障害者雇用調整金

在宅就業障害者
特例調整金

特例給付金

申告申請の事務説明会にぜひご参加ください。
＊全国各地で２～３月に開催します。
＊参加費は無料です。

（注１）  年度 （令和４年４月１日～令和５年３月31日）の中途で事業廃止した場合（吸収合併等含む）は、廃止した日から45日以内
に申告申請（障害者雇用納付金の場合は、あわせて申告額の納付）が必要です。

（注２） 障害者雇用調整金、在宅就業障害者特例調整金および特例給付金は、 申請期限を過ぎた申請に対しては支給できませんので、
十分にお気をつけください。

（注３） 常用雇用労働者の総数が100人以下（申告申請対象期間に常用雇用労働者の総数が100人以下の月が8カ月以上）の事業主が、
特例給付金の申請を行う場合の申請期限は令和５年７月31日となります。

（注１、注２、注 3）

～ ～

＊ 詳しくは、最寄りの都道府県支部高齢・障害者業務課
　（東京・大阪は高齢・障害者窓口サービス課）に
　お問い合わせください。

当機構ホームページにて、記入説明書および解説動画を
ぜひご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/levy_grant_system_about_procedure.html

令和５年度
「障害者雇用納付金」申告および

「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ
～常用雇用労働者の総数が　　　   を超えるすべての事業主は障害者雇用納付金の申告義務があります～100100人人100人

JEED　都道府県支部 検索

JEED　納付金　説明会 検索

働く広場  2023.2 18
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J E E D  I N F O R M AT I O N

事業主のみなさまへ

電子申告申請システム トップページ（画面イメージ）

こちらから
アクセスできます

障害者雇用納付金 電子申告申請システムが
令和5年度申告申請から新しくなります

URL：https://www.nofu.jeed.go.jp/Nofu_Densi/

新システムの詳細および操作の流れ等については、当機構ホームページに掲載している
「障害者雇用納付金 電子申告申請システム操作マニュアル」をご参照ください。

１  電子申告申請システム（WEB）上のフォームに情報を入力して、申告申
請書の作成ができます

　 ※申告申請書作成支援シート（マクロ機能付きExcel）は廃止します
２  過去の申告申請書のバックアップデータ（XMLファイル）やCSVファ
イルを取り込むことができます

３  電子申告申請用 ID・パスワードの発行・変更手続がWEBでできます
４ 添付書類（源泉徴収票や障害者手帳の写し等）の送信ができます

新システムの特徴新システムの特徴

最新情報は、
当機構ホームページを
ご覧ください

19



J E E D   インフォメーション

【対象となる事業主の方】
　申告申請を行ったすべての事業主のうち、主として雇用障害
者の種類および等級や程度を明らかにする書類などの添付書類
の提出が義務付けられていない事業主から、毎年度、一定数の事
業主を選定します。

【調査方法】
　関係書類やヒアリングにより、常用雇用労働者の総数および
雇用障害者数や障害の程度などが適正であることの確認を行い
ます。

【申告申請額に誤りがあった場合】
　調査の結果、申告申請内容に誤りがあった場合には、納付金の追加納付・還付、調整金などの返還を行っ
ていただくことになります。
　なお、納付金の追加納付が必要な場合には、その納付すべき額に10％を乗じて得た額の追徴金が課
せられます。

事業主のみなさまへ

障害者雇用納付金関係業務調査のごあんない
～障害者雇用納付金制度を支える仕組みです～

　障害者雇用納付金制度の適正運営、経済的負担の平等性の確保などの観点から、
障害者の雇用の促進等に関する法律第52条に基づき調査を実施しております。
　実際に調査の対象となった事業主の方に対しては郵便、お電話にて事前にご連
絡し、日程調整や用意いただく書類などについてご案内いたします。
　ご協力をお願いいたします。

本調査について、詳しくは当機構ホームページに掲載している
「障害者雇用納付金等に関する事業所調査のごあんない」をご参照ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/noufukin_chosa.html

「障害者雇用納付金制度記入説明書」にも掲載されております。

　申告申請書作成時に根拠とした書類は、調査時に確認します
ので適切な保管をお願いします。
　また、障害者の退職後も、障害者であることを明らかにする
書類（手帳等の写し）を３年間保存する義務があります。ご注
意ください。

〈お問合せ〉   納付金部 調査課　TEL：043-297-9654　FAX：043-297-9657
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え
る
の
で
は
な
く
、
障
害
が
あ
っ
て
も
ど
う
す
れ
ば

職
場
で
戦
力
に
な
る
の
か
を
考
え
る
姿
勢
は
、
社
会

モ
デ
ル
の
手
本
で
も
あ
る
。

　

齊
藤
氏
か
ら
は
支
援
者
に
対
し
て
「
課
題
に
対
し

て
す
ぐ
に
正
解
を
出
さ
な
く
て
も
い
い
。
企
業
と
同

じ
目
線
で
悩
ん
だ
り
、
話
し
合
い
が
で
き
る
存
在
で

い
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
。
支
援
者
に
と
っ
て
も
、

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ

た
。
人
が
発
達
し
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
長
い

時
間
と
良
質
な
経
験
が
必
要
に
な
る
。
特
に
発
達
障

害
の
あ
る
人
が
職
場
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
企
業
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
支
援
機
関
は
建
設
的
な
対

話
を
通
じ
て
両
者
の
歩
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
企
業
に
人
を
送
り
込
む
だ
け
で
は
専
門

職
の
役
割
を
果
た
し
た
と
は
い
え
な
い
。

　

さ
ら
に
「
企
業
の
問
題
に
は
別
の
企
業
が
相
談
に

あ
た
り
、
企
業
同
士
で
育
て
合
う
こ
と
も
手
法
で
あ

る
」
と
い
う
助
言
も
あ
っ
た
。
企
業
と
支
援
機
関
の

関
係
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
も
、
企
業
連
携

会
議
の
場
を
使
う
こ
と
で
新
し
い
ひ
ら
め
き
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
企
業
と
と
も
に
学
び
を
続
け

て
い
き
た
い
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ（
以
下
、「
ク

ロ
ス
ジ
ョ
ブ
」）
で
は
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度

か
ら
「
企
業
連
携
会
議
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
会
議
に
は
ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ
の
支
援
者
を
は
じ
め
、

体
験
実
習
や
雇
用
先
と
し
て
連
携
し
て
い
る
企
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
中
小
企
業
が
多
い
こ

と
が
特
徴
だ
。
企
業
だ
け
の
会
議
、
支
援
者
だ
け
の

会
議
は
多
く
存
在
す
る
だ
ろ
う
が
、
私
た
ち
の
会
議

で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、障
害
の
あ
る
人
が
「
職

場
で
活
躍
し
て
働
き
続
け
る
」
を
共
通
目
標
に
、日
々

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
題
材
に
企
業
と
支
援
機

関
が
互
い
の
立
場
か
ら
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
や
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
と
も
に
学
ぶ
場
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
企
業
に
は
専
門
知
識
な
ど
、
独
学
で
は
習
得
す

る
機
会
が
限
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
、
支
援

者
に
は
企
業
文
化
や
雇
用
後
に
求
め
ら
れ
る
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ
梅
田（
大
阪
府
）を
メ
イ
ン
会
場
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
も
対
応
し
て
い
る
た
め
全
国
か
ら
の

参
加
が
可
能
だ
。

　

２
０
２
２（
令
和
４
）年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
企
業

連
携
会
議
で
は
、
北
海
道
に
本
社
を
置
く
ハ
ミ
ュ
ー

レ
株
式
会
社
（
以
下
、「
ハ
ミ
ュ
ー
レ
」）
の
店
舗
運

営
部
長
の
齊さ

い

藤と
う

浩こ
う

二じ

さ
ん
よ
り
、
ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ
札

幌
と
の
連
携
事
例
や
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
っ
た
。
ハ
ミ
ュ
ー
レ
は
仕
事
用
品
や
衣
料
品
の

店
舗
を
展
開
し
て
お
り
、
北
海
道
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
障
害
者
雇
用
を
開
始
。
い
ま
ま
で
に
15
人
を

採
用
し
て
い
る
。ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ
と
の
出
会
い
は
ク
ロ

ス
ジ
ョ
ブ
の
支
援
者
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た
。

　

ハ
ミ
ュ
ー
レ
の
障
害
者
雇
用
の
特
徴
は
、
障
害
の

あ
る
人
の
た
め
だ
け
に
社
員
教
育
や
職
場
環
境
の
整

備
を
行
う
の
で
は
な
く
、
企
業
内
教
育
の
大
き
な
枠

組
み
の
な
か
で
障
害
者
雇
用
を
と
ら
え
て
い
る
こ
と

だ
。
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
社
内
研
修
を

多
く
設
け
て
お
り
、
相
手
の
こ
と
を
知
る
、
相
手
の

強
み
を
活
か
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
職
場
で

働
く
人
た
ち
の
活
躍
を
み
ん
な
で
考
え
る
風
土
が
築

か
れ
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
存
在
を
大
事
に
す
る

環
境
の
な
か
に
障
害
の
あ
る
人
が
含
ま
れ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
た
。
障
害
者
雇
用
を
行
う
各
店
舗
の
店
長

同
士
が
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
自
主
的
に
勉
強
会
を

開
く
な
ど
、
ハ
ミ
ュ
ー
レ
の
「
考
動
原
理
」
に
あ
る

「
私
た
ち
は
常
に
相
手
の
為
に
相
手
の
立
場
で
考
動
し

ま
す
」
を
軸
に
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
、
組
織
の

大
き
な
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
人
を
特
別
視
し
、
そ
の
人
自
身
を
変

発達障害と就労
～企業担当者と支援者の連携～
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺 副所長  砂川双葉

企
業
と
支
援
機
関
が
事
例
を
題
材
に

と
も
に
学
ぶ
場

ハ
ミ
ュ
ー
レ
株
式
会
社
の
取
組
み

話
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と

第4回

砂川双葉（すながわ ふたば）
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺・副所長。社会福祉士、介護福祉士。2013（平成25）年、
特定非営利活動法人クロスジョブに入社。就労支援員としておもに発達障害のある人の支援、障害者雇用を
行う企業の支援を行う。2021（令和3）年、当機構の第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会で、
就労移行支援事業所におけるASD者のアセスメントと支援についての実践報告を発表している。
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デンソー太陽株式会社 
〒443-0103　愛知県蒲

がま

郡
ごおり

市
し

形
かた

原
はら

町
ちょう

北浜28-１
TEL 0533-57-1636（代表） FAX 0533-57-1351

社会福祉法人太陽の家 愛知事業部 
〒443-0103　愛知県蒲郡市形原町北浜28-1
TEL 0533-57-1611　FAX 0533-57-1606

取材先データ

製造業の“障がい者雇用の質”について
考えるヒント
トヨタループス株式会社 取締役　清水康史

Keyword：製造業、特例子会社、合理的配慮、支援体制、就労継続支援A型・B型事業所 写真：官野 貴

編集委員から
　私がデンソー太陽株式会社を取材しようと思った
のは、初めて工場を見学させていただいたときの感
動を、みなさんにお伝えしたいと考えたからだ。最近
「障がい者雇用の質」について思いをめぐらすこと
が多く、そのヒントとなるようなものを引き出せるよ
う、それぞれのインタビューを通して試みた。

編集委員が行く行く

デンソー太陽株式会社（愛知県）、社会福祉法人太陽の家 愛知事業部（愛知県）

経営の質を高めるには合理的配慮を尽くして社内外の競争環境が必要

「No Charity, but a Chance！」を実践する人事制度と支援体制
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福
澤　

社
会
福
祉
事
業
の
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所（
以
下
、「
B
型
」）と
A
型
事
業
所（
以

下
、「
A
型
」）と
就
労
移
行
支
援
事
業
が
あ
り

ま
す
。
就
労
移
行
支
援
は
製
造
業
に
絞
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね

た
い
と
い
う
方
向
け
に
運
営
し
て
お
り
、
就
職

先
も
外
部
の
企
業
を
含
み
ま
す
。
Ｂ
型
と
Ａ
型

は
、
製
造
業
を
通
じ
て
自
律
し
て
い
き
た
い
と

い
う
人
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
A
型
で
の
中
途
採
用
で
は
試
験
を
行
い
、

結
果
が
厳
し
か
っ
た
ら
、
ご
本
人
の
希
望
に
応

じ
B
型
で
受
け
入
れ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

ま
た
学
生
の
場
合
は
、
実
習
を
受
け
て
も
ら
っ

た
結
果
「
Ａ
型
か
ら
で
も
い
け
る
と
思
う
」
と

か
「
B
型
の
ほ
う
が
結
果
と
し
て
は
長
く
働
き

続
け
ら
れ
る
と
思
う
」
と
い
う
提
案
な
ど
を
し

て
、
希
望
す
る
か
し
な
い
か
は
本
人
に
決
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

B
型
で
基
礎
的
な
訓
練
を
行
い
、
一
定
の
基

準
を
超
え
た
方
は
A
型
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
生
活
も
健
康
管
理
も
仕
事
も
自
律
し
た

方
は
、
太
陽
の
家
の
「
公
益
事
業
」
に
籍
を
移
し

て
一
般
就
労
と
な
り
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
の
班
長
た

ち
の
指
揮
命
令
下
に
出
向
し
ま
す
。
出
向
中
さ

ら
に
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
高
め
て
、
認
め

ら
れ
た
方
は
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
に
採
用
さ
れ
ま

す
。こ
の
流
れ
を
原
則
と
し
、社
内
で
は「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
デ
ン

ソ
ー
太
陽
の
求
人
は
太
陽
の
家
か
ら
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
だ
け
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、「
太
陽

の
家
か
ら
安
心
し
て
い
い
人
を
採
用
で
き
る
」
と

い
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
み
な

ぜ
ひ
蒲
郡
に
も
同
じ
施
設
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
た
の
で
す
。
最
初
、
中
村
先
生
は

お
断
り
し
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
明
石
さ
ん
の

熱
意
に
負
け
て
「
愛
知
太
陽
の
家
」
の
設
立
が

実
現
に
至
っ
た
の
で
す
。
ま
た
当
時
、
愛
知
県

や
蒲
郡
市
な
ど
、
こ
の
地
域
の
方
々
が
積
極
的

に
誘
致
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
就
労

を
通
じ
た
自
律
支
援
の
仕
事
の
部
分
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
を
考
え
、
日
本
電
装
株
式
会
社

（
現
:
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
、
以
下
、
「
デ
ン

ソ
ー
」
）
に
お
声
が
け
を
し
て
ご
賛
同
い
た
だ

け
た
結
果
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
が
誕
生
し
ま
し

た
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
を
通
じ
た
自
律

支
援
を
目
ざ
し
て
両
者
が
動
き
は
じ
め
、
地
域

の
方
か
ら
も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
声
が
あ

が
っ
て
か
ら
40
年
近
く
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

両
者
の
役
割
と
し
て
は
、
設
立
し
た
当
初
か

ら
工
場
の
生
産
に
関
す
る
部
分
は
、
も
の
づ
く

り
の
得
意
な
デ
ン
ソ
ー
太
陽
が
担
当
し
、
障
が

い
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
健
康
管
理
や
相
談
ご
と

の
対
応
な
ど
、
人
的
な
管
理
は
太
陽
の
家
が
担

当
す
る
と
い
う
分
担
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

の
自
律
支
援
を
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
や
ろ
う

と
し
て
い
る
の
が
デ
ン
ソ
ー
太
陽
で
、
そ
こ
に
来

る
障
が
い
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
太

陽
の
家
と
い
う
関
係
な
の
で
、
基
本
的
に
は
同

じ
理
念
の
も
と
に
一
致
し
た
方
向
を
向
い
て
い

ま
す
。
仕
事
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
社
会
人

と
し
て
自
律
し
て
い
く
メ
ン
バ
ー
を
数
多
く
目

の
当
た
り
に
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

清
水　

デ
ン
ソ
ー
太
陽
と
の
関
係
は
具
体
的
に

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

デ
ン
ソ
ー
太
陽
株
式
会
社（
以
下
、「
デ
ン
ソ
ー

太
陽
」
）
は
、
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
３
月
に

設
立
さ
れ
、
同
年
６
月
に
愛
知
県
初
の
特
例
子

会
社
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
「
生
産
事
業
を
通

し
て
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
自
律
を
支
援
す

る
」
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
で
社
員
一
人
ひ
と
り
に
成
長
と
自
律
の
機

会
を
与
え
て
い
る
。
母
体
と
な
っ
た
社
会
福
祉

法
人
太
陽
の
家
（
以
下
、
「
太
陽
の
家
」
）
は

1
9
6
5
年
に
設
立
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
太
陽
の
家
愛

知
事
業
部
就
労
支
援
課
課
長
の
福ふ

く

澤ざ
わ

真ま
こ
と

さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

清
水　

太
陽
の
家
と
デ
ン
ソ
ー
太
陽
と
の
関
係

や
役
割
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
？

福
澤　

太
陽
の
家
は
、
も
と
も
と
は
大
分
県
別

府
市
に
拠
点
が
あ
る
事
業
所
で
、
整
形
外
科
医

師
の
中な

か

村む
ら

裕ゆ
た
か

先
生
が
つ
く
っ
た
施
設
・
法
人
で

す
。
そ
れ
が
な
ぜ
愛
知
県
に
来
た
か
。
こ
こ
蒲が

ま

郡ご
お
り

市
で
織
布
メ
ー
カ
ー
の
社
長
を
務
め
ら
れ

て
い
た
明あ

か

石し

六ろ
く

郎ろ
う

さ
ん
が
、
私
財
を
投
げ
う
っ

て
、
地
元
蒲
郡
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と

思
い
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
援
護
育
成
を
目
的

に
施
設
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

全
国
を
探
し
歩
い
て
、
別
府
に
あ
る
太
陽
の
家

が
と
て
も
先
進
的
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、

は
じ
め
に

太
陽
の
家
　

福
澤
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

★本誌では通常「障害」と表記しますが、清水委員の意向により「障がい」としています

社会福祉法人太陽の家
愛知事業部就労支援課課長の

福澤真さん

「愛知太陽の家」設立に
尽力された

明石六郎さんの銅像

「愛知太陽の家」のエントランス

働く広場  2023.2

製造業の“障がい者雇用の質”について
考えるヒント
トヨタループス株式会社 取締役　清水康史

編集委員が行く行く
経営の質を高めるには合理的配慮を尽くして社内外の競争環境が必要

「No Charity, but a Chance！」を実践する人事制度と支援体制

競合他社に品質で勝ち抜く仕組みと人づくり
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は
、
そ
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
し
、
評
価
し
て
い

く
関
係
性
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
折
に
触

れ
「
共
生
社
会
の
実
現
」
と
私
も
口
に
し
ま
す

が
、
私
た
ち
は
す
で
に
共
生
し
て
い
る
わ
け

で
、
そ
の
関
係
性
の
質
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
お
互
い

に
信
頼
し
、
必
要
と
し
あ
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
支
え
る
側
、
支
え
て
も
ら
う
側
だ

と
、
早
晩
限
界
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
多
様
性
を

認
め
る
こ
と
が
、
障
が
い
者
雇
用
の
質
も
高

め
、
本
当
の
意
味
で
の
共
生
社
会
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
の
取
締
役
社
長
を
務

め
る
大お

お

西に
し

明あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

清
水　

社
長
を
継
承
さ
れ
て
、
最
初
に
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

大
西　

デ
ン
ソ
ー
太
陽
で
は
品
質
・
生
産
性
を

重
視
し
た
工
場
運
営
の
仕
組
み
は
ほ
ぼ
で
き

あ
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
太
陽
の
家
の
理
念

「N
o Charity, but a Chance!

（
保
護
よ
り

機
会
を
）
」
に
則
っ
た
経
営
が
し
っ
か
り
で
き

て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
デ
ン
ソ
ー
太

陽
の
こ
と
を
「
デ
ン
ソ
ー
が
つ
く
っ
た
会
社
だ
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
そ
う
で
は
な

く
て
、
地
元
の
熱
意
で
つ
く
っ
た
と
い
う
経
緯

に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
回
帰
し
ま
し
た
。

清
水　

生
産
事
業
と
障
が
い
者
の
自
律
支
援
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
を

て
、
太
陽
の
家
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
支
援
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

福
澤　

太
陽
の
家
の
本
来
の
業
務
は
障
が
い
の

あ
る
方
の
自
律
支
援
で
す
し
、
設
立
か
ら
の
役

割
分
担
も
相
ま
っ
て
、
支
援
や
相
談
の
役
割
は

太
陽
の
家
が
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
数
年
前
ま

で
は
工
場
の
フ
ロ
ア
ご
と
に
担
当
の
支
援
員
・

相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
デ
ン
ソ
ー

太
陽
社
長
の
大
西
さ
ん
の
要
望
で
、
自
分
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
（
支
援
員
・
相
談
員
）
」
を
社
員

が
指
名
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。
デ
ン

ソ
ー
太
陽
の
社
員
に
な
る
と
う
ち
の
所
属
で
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
太
陽
の
家
の
支
援
が
切
れ

な
い
よ
う
に
、
社
員
に
な
っ
た
後
も
気
の
合
う

職
員
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
指
名
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
社
員
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
相
談
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
職
員
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き

の
た
め
に
横
で
伴
走
し
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
太
陽
の
家
か
ら
自
律
し
た
人
た
ち
に

「
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い

わ
れ
る
こ
と
は
、職
員
に
と
っ
て
も
励
み
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

清
水　

最
後
に
福
澤
さ
ん
に
と
っ
て
障
が
い
者

雇
用
の
質
と
は
？

福
澤　

法
定
雇
用
率
達
成
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
雇
用
方
法
や
本
人
の
活
躍
の
仕
方
で
社

会
が
障
が
い
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
て
い
く
仕

組
み
や
制
度
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
雇
わ
れ
る
側
は
持
っ
て
い
る
能
力
に

期
待
し
て
ほ
し
い
は
ず
で
す
。
そ
の
期
待
に
応

え
た
い
と
思
っ
て
か
ん
ば
る
の
で
、
雇
っ
た
側

が
希
望
を
持
っ
て
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

清
水

B
型
か
ら
A
型
に
移
行
す
る
と
き
に
は
、

標
準
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
が
必
要
で
す
か
？

福
澤　

早
い
人
で
１
年
で
移
行
し
た
人
も
い
ま

す
が
、
通
常
3
年
か
ら
5
年
ぐ
ら
い
は
か
か
り

ま
す
。
移
行
し
た
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
"
手

本
"
が
目
の
前
に
あ
る
こ
と
が
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。
目
に
見
え

な
い
も
の
で
は
な
く
、
「
憧
れ
の
先
輩
た
ち
」
と

い
う
モ
デ
ル
が
目
の
前
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
存

在
に
よ
り
自
律
へ
の
気
持
ち
を
長
く
維
持
で
き

る
こ
と
が
、
太
陽
の
家
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
3
～
4
人
が
B
型
に
入
り
、
1
～
2

人
ぐ
ら
い
が
A
型
に
移
行
し
ま
す
。
先
日
、
9

年
か
け
て
A
型
に
移
行
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

採
用
辞
令
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
目
を
見
る
と

「
こ
れ
か
ら
だ
」
と
い
う
強
い
決
意
を
感
じ
、
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

清
水

A
型
か
ら
公
益
事
業
へ
の
移
行
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？

福
澤

1
年
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
公
益
事
業
か
ら
デ

ン
ソ
ー
太
陽
に
入
社
す
る
こ
と
に
も
年
数
の
制

限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
1
年
に
2
回
、
7
月
1

日
と
1
月
1
日
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
設
け
て
い
ま
す
。「
太
陽
の
家
は
こ
の
人
を

推
薦
し
ま
す
」
、「
デ
ン
ソ
ー
太
陽
は
こ
の
人
を

採
用
し
た
い
で
す
」
と
い
う
両
方
の
希
望
を
す
り

合
わ
せ
協
議
な
ど
を
経
て
採
用
に
至
り
ま
す
。

清
水　
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
」は
や
る
気

を
引
き
出
す
素
晴
ら
し
い
仕
組
み
で
す
ね
。
そ

の
仕
組
み
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
人
に
対
し

大
西
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
経
営
の
質
」

「愛知太陽の家」の一室には、
中村裕先生の写真や理念などが掲げられている
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す
れ
ば
よ
い
か
と
考
え
て
い
く
と
、
こ
の
方
法

に
な
る
の
で
す
。

清
水　

大
西
社
長
に
と
っ
て
、
障
が
い
者
雇
用

の
質
と
は
？

大
西　

デ
ン
ソ
ー
太
陽
の
社
員
の
多
く
は
身
体

障
が
い
の
あ
る
人
で
す
が
、
近
年
は
精
神
障
が

い
の
あ
る
人
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
社
員
一
人

ひ
と
り
に
適
切
な
配
慮
を
し
、
機
会
の
平
等
を

保
つ
と
い
う
、
と
て
も
大
き
な
課
題
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

社
員
育
成
の
質
を
大
き
く
変
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
が
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
は

「N
o Charity,but a Chance!

」
で
す
。
合
理

的
配
慮
を
し
て
機
会
の
平
等
は
保
つ
が
、
結
果

の
平
等
は
与
え
な
い
実
力
主
義
で
進
め
、
デ
ン

ソ
ー
太
陽
と
し
て
競
合
に
勝
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
勝
て

る
と
い
う
自
信
が
つ
け
ば
、
障
が
い
の
有
無
に

影
響
さ
れ
ず
に
質
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
社
会
に
発
信
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

清
水　

最
初
に
工
場
見
学
で
訪
問
し
た
と
き
、

な
ん
と
な
く
右
脳
感
覚
で
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
理

解
し
て
い
た
こ
と
が
、
今
日
お
話
を
う
か
が
っ

て
理
解
が
進
み
、
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
の
ス
マ
ー
ト
班
で
班

長
を
務
め
る
吉よ

し

田だ

裕ひ
ろ

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ

を
平
等
に
し
た
う
え
で
、
社
員
に
は
「
自
分
は

こ
の
仕
事
で
は
だ
れ
に
も
負
け
な
い
」
と
い
う

感
覚
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
社

員
同
士
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
強
く
な
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
社
員

に
競
争
力
が
つ
け
ば
、
会
社
の
競
争
力
も
高
ま

り
、
結
果
と
し
て
社
員
が
幸
せ
に
な
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
す
。
公
平
な
機
会
を
与
え
ら
れ
、
期

待
さ
れ
る
と
人
は
が
ん
ば
り
ま
す
。
実
力
ベ
ー

ス
の
人
事
制
度
も
合
理
的
配
慮
も
、
公
平
な
機

会
の
提
供
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
競
争
さ
せ
て

い
く
の
で
す
か
？

大
西　

競
合
相
手
と
な
る
デ
ン
ソ
ー
の
関
連
会

社
に
勝
っ
て
、
デ
ン
ソ
ー
太
陽
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

オ
フ
ァ
ー
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。
そ
れ
に
は
や
は
り
"
品
質
"
で
勝

負
で
す
ね
。
お
客
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
不
良
品

を
出
荷
し
た
ら
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
デ
ン
ソ
ー
太
陽
は
品
質
で
勝
負
し
て
い

る
」
、
「
品
質
は
生
命
線
」
と
み
ん
な
に
い
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
絶
対
に
不
良
品
を
出
さ
な

い
よ
う
な
業
務
の
仕
組
み
と
検
査
体
制
の
整
備

が
重
要
で
す
。
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
業
務

プ
ロ
セ
ス
が
一
つ
増
え
た
り
二
つ
増
え
た
り
す

る
と
、
生
産
性
が
少
し
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
品
質
で
問
題
を
起
こ
し
て
出
荷
が
止
め

ら
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
多
少
増
や
す
こ
と
は
い
と
わ
な
い
。
と
に
か

く
品
質
に
投
資
し
て
い
く
と
い
う
の
が
わ
れ
わ

れ
の
戦
略
で
す
ね
。
業
務
委
託
さ
れ
る
側
と
し

て
、
わ
れ
わ
れ
が
競
争
力
を
持
つ
た
め
に
ど
う

さ
れ
た
の
で
す
か
？

大
西
「
自
律
支
援
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
私

は
最
終
的
に
は
「
社
員
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
れ
を
第
一
義
に

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。第
一
義
が
社
員
の
自
律

を
支
援
し
続
け
る
こ
と
な
の
で
、
「
社
員
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
て
、
能
力
の
維
持
と
向
上
と

自
律
を
し
っ
か
り
う
な
が
し
て
く
だ
さ
い
」
と

つ
ね
に
管
理
者
に
は
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
会
社
と
し
て
競
争
力
を
高
め
る
た
め

に
社
員
に
も
競
争
力
を
求
め
よ
う
と
、実
力
ベ
ー

ス
の
人
事
制
度
に
変
え
ま
し
た
。
身
体
が
悪
く

な
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
た
人
は
、
評
価

が
下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
デ
ン
ソ
ー
太

陽
で
は
、
い
ま
ま
で
役
職
に
就
い
て
い
た
人
で

も
身
体
の
機
能
が
低
下
し
た
り
す
る
と
、
そ
の

役
割
を
後
進
に
譲
っ
て
「
こ
れ
か
ら
は
つ
い
て

い
く
よ
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
年
齢
が
高
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
で

き
る
人
に
役
職
に
就
い
て
も
ら
う
と
い
う
合
理

的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
年
齢
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
自
分
か
ら
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
切
り

替
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
実
力
ベ
ー

ス
の
人
事
制
度
と
い
う
の
は
、こ
の
会
社
に
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

　

私
は
、
太
陽
の
家
の
理
念
の
「N

o Charity, 
but a C

hance!

」
を
、「
機
会
は
平
等
だ
け
ど

結
果
の
平
等
は
保
証
し
な
い
」
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。
合
理
的
配
慮
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
機
会
の
平
等
」
の
た
め
と
考

え
て
い
ま
す
。
合
理
的
配
慮
を
尽
く
し
、
機
会

工場内で清水編集委員（左）を案内する大西さん（右）働きやすい環境から、高い品質の製品が生み出される

吉
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
品
質
と
人
の
質
」

デンソー太陽株式会社 
取締役社長の大西明彦さん
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り
ま
し
た
が
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
班

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
休
日
出
勤
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
の
負
担
が
軽
く
な

る
よ
う
に
「
休
日
出
勤
が
あ
る
か
ら
金
曜
日
は

定
時
で
帰
ろ
う
」
と
か
、
休
日
出
勤
し
な
い
人

に
「
残
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
と

お
願
い
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
班

長
補
佐
を
1
年
間
に
わ
た
っ
て
務
め
、
今
年
度

に
な
っ
て
正
式
に
班
長
に
な
り
ま
し
た
。

清
水　

通
常
の
作
業
者
と
ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
や

班
長
と
の
違
い
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か
？

吉
田　

ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
は
作
業
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
1
歩
外
に
出
て
、
班
長
の
補
助
と
し

て
細
か
い
手
直
し
の
ほ
か
、
作
業
者
に
呼
ば
れ

た
ら
そ
こ
に
行
っ
て
、
質
問
を
聞
い
て
回
答
し

た
り
し
ま
す
。
い
ま
は
私
が
ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー

も
兼
務
し
て
い
ま
す
。
班
長
と
し
て
は
、
係
長

の
力
を
借
り
、
現
場
を
見
な
が
ら
、
忙
し
い
と

き
は
係
長
に
パ
ソ
コ
ン
業
務
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
業
務
が
苦

手
な
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
ず
っ
と
座
り
続

け
る
の
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
す
。
だ

か
ら
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
現
場
を
見
て
、
み
ん
な
が

何
を
し
て
い
る
の
か
な
と
か
、
や
り
づ
ら
そ
う

な
仕
事
は
な
い
か
な
と
か
を
見
て
回
っ
て
い
ま

す
。

清
水　

ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
や
班
長
を
や
っ
て
い
て
、

た
い
へ
ん
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

吉
田　

た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
は
、
初
め
て
作
業

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
外
に
出
て
、
人
の
管
理

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
し
た
。
作
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
業
務
を
遂
行
で
き

障
が
い
者
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
で
き
た
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
感
覚
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私

の
場
合
は
、
も
と
も
と
で
き
な
い
も
の
を
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

清
水　

何
年
ぐ
ら
い
在
籍
し
て
か
ら
デ
ン
ソ
ー

太
陽
に
入
社
し
た
の
で
す
か
？

吉
田　

A
型
は
約
４
～
５
年
ぐ
ら
い
で
す
。
結

構
長
い
間
、
セ
ン
ダ
（
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
部
品
の

コ
イ
ル
の
中
に
入
る
浮
き
輪
）
を
つ
く
る
セ
ン
ダ

班
に
い
ま
し
た
。
自
分
も
早
く
自
律
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
「
一
生
懸
命
働
き
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
自
分
の
班
の
稼
働
が
閑
散

期
に
な
っ
た
と
き
、
ほ
か
の
班
に
応
援
に
行
っ
て

新
た
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
り
、
ま
た
ほ
か

の
班
の
繁
忙
期
に
応
援
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

清
水　

デ
ン
ソ
ー
太
陽
に
入
っ
て
か
ら
は
い
か

が
で
す
か
？

吉
田　

上
司
か
ら
私
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
期

待
を
こ
め
た
班
異
動
で
、い
ま
の
ス
マ
ー
ト
キ
ー

を
生
産
す
る
班
に
所
属
し
、そ
の
ま
ま
デ
ン
ソ
ー

太
陽
に
入
社
し
ま
し
た
。
A
型
の
と
き
、
セ
ン

ダ
の
仕
事
は
で
き
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
、
車

の
コ
ン
ビ
メ
ー
タ
ー
の
仕
事
で
は
大
き
い
部
品

を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
う
え
、
落
と
す
と

た
い
へ
ん
な
損
失
に
つ
な
が
る
の
で
、
手
の
都

合
上
、
「
支
え
ら
れ
る
か
不
安
だ
」
と
相
談
し

ま
し
た
。
係
長
か
ら
は
「
た
し
か
に
む
ず
か
し

い
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
理
解
し
て
も
ら
い
、

ス
マ
ー
ト
班
の
所
属
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
ダ

班
に
い
た
と
き
よ
り
も
で
き
る
作
業
が
増
え
ま

し
た
し
、
1
～
2
年
の
間
で
自
分
自
身
の
ス
キ

ル
も
上
が
り
ま
し
た
。
残
業
も
休
日
出
勤
も
あ

た
。

清
水　

太
陽
の
家
で
A
型
か
ら
お
仕
事
を
は
じ
め

た
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で

す
か
？

吉
田　

高
校
生
の
と
き
に
初
め
て
工
場
見
学
に

来
た
と
き
は
「
こ
ん
な
会
社
と
職
場
が
あ
る
の

だ
な
」
と
、
た
だ
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
「
自
分
で
何
で
も
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
物
事

は
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の

で
、
見
学
の
際
に
「
何
か
や
れ
そ
う
な
も
の
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
わ
れ
て
も
「
や
っ
て
み
な

け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
作
業
は
で
き
そ
う
だ
け
ど
、
で
も
工
夫
す

れ
ば
自
分
な
ら
も
っ
と
う
ま
く
で
き
そ
う
だ
」

と
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
生
ま

れ
つ
き
障
が
い
が
あ
り
ま
す
が
、
母
は
普
通
の

学
校
に
通
わ
せ
よ
う
と
考
え
て
、
一
般
の
人
と
同

じ
学
校
で
、
友
だ
ち
み
ん
な
と
一
緒
に
通
常
の
授

業
を
受
け
て
い
た
の
で
、
自
分
が
障
が
い
者
と
い

う
感
覚
は
も
と
も
と
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

清
水　

Ａ
型
に
入
っ
た
と
き
に
、
ど
う
い
う
配

慮
が
あ
り
ま
し
た
か
？

吉
田　

や
り
に
く
い
作
業
が
あ
る
と
、
素
直
に

「
や
り
に
く
い
」
と
い
っ
て
「
こ
う
い
う
配
慮
を

し
て
も
ら
え
ば
で
き
る
の
で
す
が
」
と
、
自
分

か
ら
要
望
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
工
具

の
位
置
を
少
し
変
え
て
も
ら
う
な
ど
で
す
ね
。

自
分
は
ま
っ
た
く
左
手
が
使
え
な
い
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
特
に
補
助
治
具
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
は
一
切
な
い
で
す
。
左
手
で
で
き
な
い
こ
と

を
右
手
で
補
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
途
中
か
ら

吉田さんは班長として生産の管理やラインへの人員配置
などを担当する

治具を活用した片手での組み立て作業 スマート班の班長
吉田裕さん
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班
長
に
な
っ
た
と
き
も
、
自
分
が
が
ん
ば
っ
た

か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
周
り
の
班
員
に
認
め
ら

れ
た
お
か
げ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

い
ま
は
、
自
分
の
班
は
自
分
で
守
る
と
心
に
決

め
て
い
ま
す
。
班
員
に
何
か
起
こ
っ
た
と
し
て

も
、
絶
対
に
味
方
に
な
っ
て
あ
げ
よ
う
と
。
甘

え
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
悪
い
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
怒
る
け
ど
敵
で
は
な

い
こ
と
を
み
な
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

清
水　

謙
虚
で
す
ね
。
班
員
に
ど
う
自
律
し
て

ほ
し
い
か
、
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

吉
田　

班
員
の
な
か
に
は
、
た
ま
に
人
間
関
係

で
不
満
を
い
う
人
も
い
ま
す
。
私
は
仕
事
と
し

て
と
ら
え
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
人
々
が
集
う
場
で
す
の

で
、
相
性
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
な
か
で
折
り

合
い
を
つ
け
て
仕
事
は
き
ち
ん
と
や
っ
て
ほ
し
い

と
話
し
て
い
ま
す
。

清
水　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
夢
は
あ

り
ま
す
か
？

吉
田　

当
社
に
は
1
年
間
が
ん
ば
っ
た
班
に
表

彰
状
が
も
ら
え
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
最

近
は
賞
が
取
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
私
が
班
員
に
つ

ね
に
朝
礼
で
「
忙
し
い
と
き
も
、
不
良
品
を
出

し
た
と
き
も
、
み
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
み

な
で
乗
り
越
え
よ
う
」
と
い
っ
て
き
た
の
で
、
形

に
残
る
も
の
と
し
て
表
彰
状
が
も
ら
え
る
と
全

員
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清
水　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
、
と
に
か
く
不
良
品
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
主
で
し
た
。
ラ
イ
ン
全
般
を
見
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
ど
う
す
れ
ば
み
な
が
不
良

品
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
な
る
か
、
見
落
と
し

て
流
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
ま
た
作
業
者
が
、
自
分

で
不
良
品
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
素
直
に

打
ち
明
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
不
良
品
を
つ
く
っ
た
人
に
は
「
後
工
程

に
流
れ
る
ほ
う
が
も
っ
と
周
り
に
迷
惑
を
か
け

る
か
ら
、
す
ぐ
に
打
ち
明
け
て
ね
」
と
伝
え
て
い

ま
す
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
が
ミ
ス
し
た

こ
と
を
き
ち
ん
と
い
え
る
こ
と
で
す
。

清
水　

吉
田
さ
ん
は
後
進
を
育
て
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
か
？

吉
田　

は
い
、
後
進
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
す
ぎ
て

気
持
ち
が
沈
ん
で
し
ま
う
タ
イ
プ
の
人
は
、
身

構
え
て
「
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
追
い
詰
め
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
点
に
気
を
つ
け
て
日
々
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

清
水　

そ
う
い
う
思
い
や
り
や
優
し
さ
が
必
要

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
吉
田
さ
ん
を
通
し
て

デ
ン
ソ
ー
太
陽
の
す
ば
ら
し
さ
が
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
に
と
っ
て
、

働
く
こ
と
、
自
律
し
て
い
く
こ
と
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
？

吉
田　

高
校
を
卒
業
し
た
ら
働
く
よ
う
に
と
母

に
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
で
も
そ
れ
が
あ

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
自
律

し
て
い
く
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
で
す
。
自
分

が
自
律
し
て
い
る
実
感
も
あ
ま
り
な
い
で
す
。

る
か
理
解
し
た
う
え
で
、ど
う
い
う
組
合
わ
せ

で
ラ
イ
ン
に
配
置
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
、

す
ご
く
た
い
へ
ん
で
し
た
ね
。
人
間
関
係
を
頭

に
入
れ
な
が
ら
、
で
も
生
産
台
数
の
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
い
ろ
い
ろ
悩
み
ま

し
た
。

清
水　

班
員
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
て
い
く
に

あ
た
っ
て
、
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

吉
田　

班
員
に
声
か
け
す
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
た
だ
の
作
業
者
だ
っ
た
と
き

は
、同
じ
班
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
ま
で

深
く
か
か
わ
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
ゃ
べ
ら
な
い
人
が
い
て
も
し
ゃ
べ
る
人
が

い
て
も
、
特
に
気
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
。
で
も

班
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
な
る
べ
く
み
ん
な
と
話

を
し
て
、
い
ま
こ
の
人
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
だ
な
と
か
、
こ
の
人
は
こ
う
い
う
趣
向
が

あ
る
の
だ
な
と
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
も
し
た

り
し
て
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
実
は
私
は
も
と
も
と
す

ご
く
人
見
知
り
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
た
い
へ
ん
で
し
た
。
入
社
当
時
は
だ
れ
と
も
会

話
で
き
な
く
て
、
ず
っ
と
一
人
で
い
る
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
い
ま
は
自
分
の
立
場
だ
か
ら
と
い

う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
品
質
確
保
の
観
点
か

ら
も
、
班
員
一
人
ひ
と
り
と
誠
実
に
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

清
水　

自
分
が
作
業
を
し
て
い
た
と
き
の
品
質

に
対
す
る
考
え
方
と
、
ラ
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
や
班

長
に
な
っ
て
か
ら
の
品
質
に
対
す
る
考
え
方
は

ど
う
変
化
し
ま
し
た
か
？

吉
田　

自
分
が
組
付
け
作
業
者
だ
っ
た
と
き

デンソー太陽で生産される「センダ」デンソー太陽で生産される「スマートキー」吉田さんは、
班員とのコミュニケーションを大切にしている
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厚
生
労
働
省
は
、
特
別
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
が
必
要
な
障
害
児
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
入
院
し
た
場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
や
家
族
ら
支
援
者
の

付
き
添
い
を
認
め
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
う
な
が
す
よ

う
協
力
を
求
め
る
通
知
を
全
国
の
自
治
体
な
ど
に
出
し

た
。
通
知
で
は
「
障
害
児
者
に
お
け
る
支
援
者
は
、
障

害
児
者
が
医
療
従
事
者
と
意
思
疎
通
す
る
上
で
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
院
内
感
染
対

策
に
配
慮
し
つ
つ
、
可
能
な
か
ぎ
り
支
援
者
の
付
き
添

い
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
よ
う
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

　

重
度
の
障
害
で
意
思
の
疎
通
に
支
援
が
必
要
な
人
が

入
院
す
る
場
合
、
重
度
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
が
付
き
添
う

こ
と
が
で
き
る
と
し
、「
障
害
者
ご
と
に
異
な
る
特
殊
な

介
護
方
法
を
、
医
療
従
事
者
な
ど
に
的
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
、
適
切
な
対
応
に
つ
な
が
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
支
援
者
の
付
き
添
い
を
受
け
入
れ
て

い
る
事
例
に
つ
い
て
10
医
療
機
関
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
そ

の
対
応
例
も
示
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な

学
習
を
支
え
る
活
動
を
行
う
個
人
や
団
体
に
つ
い
て
、

活
動
内
容
が
ほ
か
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
功
績
を
た
た
え
る
、
令
和
４
年
度
「
障
害
者
の
生
涯

学
習
支
援
活
動
」
に
か
か
わ
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

受
賞
者
56
件
（
個
人
５
件
、
団
体
51
件
）
を
発
表
し
た
。

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
活
動
内
容
を
含
め
た

被
表
彰
者
の
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

め
て
き
た
同
社
で
は
、
障
害
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少

数
い
る
と
い
う
。
今
後
は
本
格
的
な
採
用
に
向
け
、
営

業
所
の
環
境
整
備
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る

ほ
か
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
社
員
教
育
も
検
討
。
乗

客
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
障
害

者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
両
に
貼
り
つ

け
て
周
知
す
る
予
定
。
手
動
で
ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ

の
操
作
が
で
き
る
補
助
装
置
を
一
部
車
両
に
取
り
付
け

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

広
島
銀
行
な
ど
を
傘
下
に
お
く
持
株
会
社
「
株
式
会

社
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」（
広
島
市
）
の
子
会

社
で
、
グ
ル
ー
プ
の
事
務
支
援
を
に
な
う
「
ひ
ろ
ぎ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」（
広
島
市
）
が
、
特
例

子
会
社
に
認
定
さ
れ
た
。

　

ひ
ろ
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
10
月
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル
事
業
本
部
」
を
新
設
し
た
。

自
立
度
・
熟
練
度
に
応
じ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ

う
、パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
な
ど
を
担
当
す
る「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
（
豊
か
な
可
能
性
を
開
拓
し
て
い
く
）
コ
ー

ス
」
と
、名
刺
印
刷・ゴ
ム
印
作
成
や
事
務
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
ス
マ
イ
ル
（
笑
顔
で
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く
）

コ
ー
ス
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
き
め
細
か
い
人
事
制
度
を
導

入
し
て
い
る
。

　

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所

脳
機
能
系
障
害
研
究
部
研
究
員
の
井い

手で

正ま
さ

和か
ず

さ
ん
が
、

『
発
達
障
害
の
人
に
は
世
界
が
ど
う
見
え
る
の
か
』（
Ｓ
Ｂ

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/ikusei/
gakusyushien/m

ext_00002.htm
l

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
育
成
な
ど
を
目
的
と
す
る「
身

体
障
害
者
補
助
犬
法
」
の
施
行
か
ら
20
年
を
経
た
こ
と

を
機
に
、東
京
都
は
、企
画
展
「
い
っ
し
ょ
に
生
き
る　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
成
立
か
ら
20
年
」
を
「
東
京
都

人
権
プ
ラ
ザ
」（
港
区
）
で
開
催
し
て
い
る
。

　

同
法
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
補

助
犬
同
伴
の
受
け
入
れ
拒
否
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
認

知
度
が
低
く
、
補
助
犬
ユ
ー
ザ
ー
が
入
店
拒
否
に
遭
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
企
画
展
で
は
、
補
助
犬
を
取
り

巻
く
状
況
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
盲
導
犬
、

介
助
犬
、
聴
導
犬
と
ユ
ー
ザ
ー
の
日
常
生
活
な
ど
も
紹

介
し
、
幅
広
い
世
代
に
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
。
開
催
期
間
は
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
３
月

30
日
ま
で
（
日
曜
・
年
末
年
始
は
閉
室
、
祝
日
は
開
室
）。

開
室
時
間
は
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
。
入
場
無
料
。
問

合
せ
は
東
京
都
人
権
プ
ラ
ザ
ま
で
。

電
話
：
０
３
ー
６
７
２
２
ー
０
１
２
３

　

タ
ク
シ
ー
大
手
「
日
の
丸
交
通
株
式
会
社
」（
文
京
区
）

が
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
か
ら
身
体
障
害
者
を
対

象
に
し
た
「C

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・

hallenged
D

ド
ラ
イ
バ
ー

river

」
採
用
を
始
め
る
。

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
５
月
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

宣
言
を
し
て
外
国
籍
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
材
採
用
を
進

障
害
者
の
コ
ロ
ナ
入
院
時
の

付
き
添
い
容
認
を

厚生
労働省

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
」
表
彰

文部
科学省

「
補
助
犬
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
企
画
展

東京

ひ
ろ
ぎ
ん
Ｈ
Ｄ
の
特
例
子
会
社
認
定

広島

身
体
障
害
者
を
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

東京

国
の
動
き

地
方
の
動
き

働
く

本
紹
介

『
発
達
障
害
の
人
に
は
世
界
が
ど
う
見
え
る
の
か
』
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
21
回

製
造
業
の〝
障
が
い
者
雇
用
の
質
〞に
つ
い
て

　
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社
取
締
役

清
水
康
史

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
22
〜
27
ペ
ー
ジ
）
は
清
水
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2023.2

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
刊
）
を
出
版
し
た
。
井
手
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
研
究
と
並
行
し
て
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
感
覚
過
敏
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
本
書
で
は
、
発
達
障
害
の
人
が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
は
「
自
分
が
見
え
て
い
る
世
界

が
ほ
か
の
人
の
見
え
て
い
る
世
界
と
異
な
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
て
、
知
覚
実
験
、
脳
科
学

な
ど
に
よ
る
最
新
研
究
を
も
と
に
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
苦
し
み
を
軽
減
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
論
じ
て
い
る
。
新
書
判
、
２
０
８
ペ
ー
ジ
、
９
９
０
円
（
税
込
）。

　

障
害
者
福
祉
施
設
特
化
型
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
「
株
式
会
社
ミ
ン
ナ
の
シ
ゴ
ト
」
代

表
を
務
め
る
兼か
ね

子こ

文ふ
み

晴は
る

さ
ん
が
『
障
が
い
者
を
生
か
す
と
会
社
が
儲
か
る
！
〜
Ａ
Ｉ
社
会
で

活
躍
す
る
人
材
の
発
見
〜
』（
ビ
ジ
ネ
ス
社
刊
）
を
出
版
し
た
。
兼
子
さ
ん
は
、
自
身
が
う

つ
病
の
と
き
の
苦
し
い
体
験
と
、
障
害
者
の
た
め
の
就
労
継
続
支
援
事
業
所
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
と
い
う
使
命
感
で
、２
０
１
３
年
に
「
株
式
会
社
未
来
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
創
業
、

現
在
は
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所
の
運
営
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、

動
画
編
集
や
名
刺
管
理
、
営
業
活
動
支
援
、
洋
服
の
値
札
づ
け
と
ハ
ン
ガ
ー
掛
け
な
ど
具
体

的
な
仕
事
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
の
能
力
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
。
四
六
判
、
２
１
６
ペ
ー
ジ
、
１
６
５
０
円
（
税
込
）。

2022年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

東京

京都

香川

アビリンピック
マスコットキャラクター

　

最
近
、
私
は
〝
障
が
い
者
雇
用
の
質
〞
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が

多
い
で
す
。そ
の
な
か
で
、
こ
れ
は
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
感
じ
た
の
が
、
今
回
の
訪

問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
デ
ン
ソ
ー
太
陽
株
式
会
社
」（
以
下
、

「
デ
ン
ソ
ー
太
陽
」）
と
、「
社
会
福
祉
法
人
太
陽
の
家
愛
知
事
業
部
」（
以
下
、「
太

陽
の
家
愛
知
事
業
部
」）
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
私
が
感
じ
た
こ
と
は
以
下
で
す
。（
１
）
デ
ン
ソ
ー

太
陽
の
取
締
役
社
長
で
あ
る
大お
お

西に
し

明あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
に
は
、「
愛
知
太
陽
の
家
」
創
設
者

で
あ
る
明あ
か

石し

六ろ
く

郎ろ
う

氏
の
思
い
「N

o Charity, but a Chance!

（
保
護
よ
り
機
会

を
）」
と
経
営
理
念
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
経
営
（
経
営
の
質
）
が
、
い
か
に
重
要

で
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
。（
２
）
太
陽
の
家
愛
知
事
業
部
就
労

支
援
課
課
長
の
福ふ
く

澤ざ
わ

真ま
こ
と

さ
ん
に
は
、
障
が
い
者
の
自
律
成
長
の
仕
組
み
（
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

Ａ
型
事
業
所

一
般
就
労

デ
ン
ソ
ー
太
陽
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
）
と
、
そ
れ
を
支
え
る
支
援
体
制
（
人
材
育
成
の
質
）
が
障
が
い
者
の

幸
せ
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。（
３
）
デ
ン
ソ
ー
太
陽
で
は
、
障
が
い
者
自
身
が
自

律
・
成
長
し
て
現
場
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
く
心
の
成
長
過
程
を
垣
間
見
、
そ
の

成
長
が
企
業
競
争
力
を
支
え
る
品
質
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。
ど
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
〝
障
が
い
者
雇
用
の
質
〞
と
は
、
な
か
な
か
単
純
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

目
標
）
で
は
示
し
に
く
く
、
業
種
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
み
な

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
は
た
い
へ
ん
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

3
人
が
教
え
て
く
れ
た
3
つ
の
質
「
経
営
の
質
」、「
人
材
育
成
の
質
」、「
品
質
」

が
交
わ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。
私
も
製
造
業
の

特
例
子
会
社
の
経
営
の
一
翼
を
に
な
う
立
場
と
し
て
、
今
回
の
学
び
と
気
づ
き
を

自
社
で
と
り
入
れ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、さ
ら
に
障
が
い
者
雇
用
の
質
に
つ
い
て
、

今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
学
び
や
気
づ
き
が
読
者
の
み

な
さ
ま
の
〝
障
が
い
者
雇
用
の
質
〞
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
な
ら
ば
、
嬉
し
い

か
ぎ
り
で
す
。

『
障
が
い
者
を
生
か
す
と
会
社
が
儲
か
る
！
〜
Ａ
Ｉ
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
発
見
〜
』

★本誌では通常「障害」と表記しますが、清水委員の意向により「障がい」としています

東京都、京都府、香川県
＊部門ごとに開催地・日時が分かれて
　いる県もあります
＊　　は開催終了

2023 年 2月
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読者アンケートはこちら

編 集 委 員
（五十音順）

2月号

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和 5 年1月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

トヨタループス株式会社 取締役

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 准教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
清 水 康 史
諏訪田克彦
原  　智   彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

●
私
の
ひ
と
こ
と

環
境
問
題
な
ど
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
と
も
に
取

り
組
む
、
カ
エ
ル
デ
ザ
イ
ン
合
同
会
社
（
石
川
県
）
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
高
柳
豊
さ
ん
に
、
そ

の
活
動
や
思
い
な
ど
に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

関
東
地
方
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
を
展
開
す

る
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー
（
埼
玉
県
）
を
訪
問
。
継
続
的

に
障
害
者
雇
用
を
行
う
同
社
の
取
組
み
や
社
員
の
意
識

改
革
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

●
グ
ラ
ビ
ア

２
０
２
３（
令
和
５
）年
３
月
23
日（
木
）〜
26
日（
日
）

に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
メ
ッ
ス
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
第
10
回
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
選
手
を
紹
介

し
ま
す
。

●
「『
働
く
広
場
』
公
開
座
談
会
」
採
録

２
０
２
２
年
12
月
14
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
「
働

く
広
場
」
公
開
座
談
会
「
視
覚
障
害
者
の
雇
用
は
今
！

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
て
い
る
雇
用
環
境
に
対
す
る
取

組
み
〜
」
の
採
録
を
掲
載
し
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　飯田 剛

 編集人ーー企画部情報公開広報課長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

掲示板

デジタルブックデジタルブックでいつでもお読みいただけます！でいつでもお読みいただけます！
障害者雇用の月刊誌障害者雇用の月刊誌「働く広場」「働く広場」がが

読みたいページに
すぐ飛べる！ 自由に拡大

できて便利!

※2018年4月号～最新号まで掲載しています
ＪＥＥＤ　働く広場 検索

　本誌は当機構ホームページで、
　　　　　　　　　　としても公開しており、
いつでも無料でお読みいただけます。
　また、最新号は毎月５日ごろに当機構ホーム
ページに掲載されます。掲載をお知らせする

もございますので
あわせてご利用ください。

デジタルブック

メール配信サービス

読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

回答はこちらから→

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン 検索

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法
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「フラワーアレンジメント」 「建築CAD」

「ホームページ」「歯科技工」

「パソコン組立」「ワード・プロセッサ」

「縫製」



「ＤＴＰ」 「製品パッキング」

「ビルクリーニング」

「洋裁」各種目の金メダリストたち

選手らが一堂に会し閉会式が行われた

「機械ＣＡＤ」

技能デモンストレーション「ＯＡ機器等メンテナンス」技能デモンストレーション「物流ワーク」隣接する会場で行われた「障害者ワークフェア 2022」



「ＤＴＰ」

「ビルクリーニング」

「洋裁」各種目の金メダリストたち

選手らが一堂に会し閉会式が行われた

閉会式終了後、種目別に講評が行われた

当機構の湯浅善樹理事長による
主催者挨拶

審査委員から個別に講評を受ける選手ら

金賞受賞者には、湯浅理事長から
金メダルが手渡された

隣接する会場で行われた「障害者ワークフェア 2022」講評は、次回の大会への貴重なアドバイスとなる

「パソコンデータ入力」入賞者のみなさん



２
月
号　
令
和
５
年
1
月
25
日
発
行　
通
巻
544
号

毎
月
1
回
25
日
発
行　

定
価
１
４
１
円
（
本
体
１
２
９
円
＋
税
）

～働く障害者を応援する仲間の集い～

第43回全国障害者技能競技大会
障害者ワークフェア2023障害者ワークフェア2023

愛知県国際展示場2023/11/18 
（11/ 17 　11/ 19 　） （愛知県常滑市セントレア 5丁目 10番 1号）

土

第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会

金 日

「Abilympics.jp」

最新情報
はコチラ！

アビリンピック
マスコットキャラクター

 ーアビリンピックー 

第43回全国障害者技能競技大会第43回全国障害者技能競技大会
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